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組込み×IoT 同時開催でシナジー効果を創出
　ET展は、言わずと知れた世界最大級の組込み総合技術展。マ

イコンツールフェアとして始まった第1回から今回で29回目を数

え、あらゆる産業分野の成長に寄与してきた。同時に、率先して

IoT(Internet of Things)にもフォーカスし、IoTゾーンを開設する

など、劇的に変わろうとするビジネス環境の核となる組込みの先

端技術をアピールしてきた。

　新たに立ち上げたIoT Technology展は、本格的なIoT時代を

迎え、重要性と将来への期待がますます高まる組込み技術と、そ

れを“つなげる”IoT分野の新しいニーズや技術を捉えて、これか

らのシステム開発へのソリューションを提案する場とすることを

狙いとした。さまざまな産業が注目しているなかで、従来のET出

展社と来場者に加え、IoT分野の新たな出展社とのビジネスマッ

チングの場と期待される。

 ここ数年、“IoT”と名のつく展示会が増えているが、クラウドサー

バ構築技術や業務ソフト、医療や農業のスマートICTのソリュー

ションなど、さまざまなフェーズの製品や技術が一緒になって展

示されているものが多い印象がある。本IoT Technology展では

ET同様の総合技術展として、最先端のIoT技術を提示する。さま

ざまな技術の複合がIoTであり、複合技術の核となるものが組込

み技術である。これからのビジネスの両輪ともなる双方の最先

端テクノロジーとソリューションが同時に得られるからこそ、展示

会に来場するメリットが最大限に享受できることになる。

市場を牽引する半導体メーカ/IPベンダが集結
　出展社は、両展あわせて390の企業・団体が集まった。規模は

780小間で、会場となるパシフィコ横浜全ホールを組込みとIoT

双方の最新技術が埋め尽くすものとなる。

　IoT Technology展には、これまでET展に参加していた企業も

多数出展する。インテル、日本マイクロソフト、アドソル日進、イノ

テック、日本ナショナルインスツルメンツ、ハギワラソリューション

ズ、ビッツ、REVSONICなどが、今回はIoT Technology出展社とし

て、つなぐ技術の最新ソリューションを展示紹介する。

　また、組込み技術とIoT技術の双方のソリューションを紹介す

る出展社も集った。アドバンスド・データ・コントロールズ、エーア

イコーポレーション、NEC、ディジ インターナショナル、東芝グ

ループ、日新システムズ、日本アルテラ、日本サイプレス、日本シ

ノプシス、日本テキサス・インスツルメンツ、PFU、富士通グルー

プ、メンター・グラフィックス・ジャパン、ユビキタス、横河ディジタ

ルコンピュータ、ロームなどの展示ブースでは、組込みとIoTを組

み合わせたトータルソリューションが体験できるだろう。

　ET展にはアーム、STマイクロエレクトロニクス、ガイオ・テクノ

ロジー、キャッツ、コア、dSPACE Japan、MathWorks Japanなどが

顔を揃え、進化した組込み技術を紹介する。

開発進む自動運転システムを捉えた、
自動運転・センシング技術・人工知能に注目
　今回も120にのぼる数を実施するカンファレンスプログラム

の中から注目ポイントを見てみる。

　ひとつは、世界的に急ピッチでその開発が進む自動運転シス

テムを背景に、自動運転技術やセンシング技術、人工知能など

の関連技術や動向にフォーカスしたセッションが挙げられる。

　車載システム、自動運転関連では、基調講演としてSIP自動走

組込み×IoT 総合技術展、開幕!!

協会が主催するEmbedded Technology 2015が
11月18日から3日間、パシフィコ横浜で開催される。今
回は、新設されたIoT総合技術展「IoT Technology 
2015」と同時開催となる。新たな一歩を踏み出す、ETと
IoT Technologyの注目ポイントを紹介する。

組込み技術を成長産業へと“つなぐ”最先端技術が集結。
新設「IoT Technology」同時開催、新たな総合技術展へ。
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ET/ IoT Technologyアワードは、組込み業界の発展と国内産業の競争力向上に寄与する、優れた組込み技術や製品、ソリューション、サービ
スに対し表彰するもの。「市場へのインパクトがある」「今年の市場トレンドにマッチしている」「従来製品と明確な違いがある」ことをポイ
ントに公募。ET/IoT Technologyアワード審査会の厳選なる審査により選定した。（表彰式は19日（木）16:30～メインステージで実施）

行システムサブPD（Program Director）／トヨタ自動車株式会

社 CSTO(Chief Safety Technology Officer)補佐の葛巻清吾氏

が『交通事故死傷者ゼロに向けた自動運転・通信技術』、一般社

団法人 日本自動車工業会 エレクトロニクス部会 分科会長の川

名茂之氏による『自動運転を見据えた車載制御システムの安全

基盤技術動向 ～ISO 26262のセカンドエディションとサイバー

セキュリティ』と題した講演が行われる。

　画像認識、人工知能関連では、東京工業大学 放射線総合セン

ター 准教授の実吉敬二氏が特別講演に登壇、『「ぶつからない

技術」 驚異の性能を発揮する自動車の衝突回避システム ～ス

テレオカメラと立体物認識への応用』と題し講演するほか、テク

ニカルセッションで中部大学 工学部 情報工学科 講師の山下隆

義氏が『ディープラーニングによる画像認識と応用事例』につい

て解説する。

　また、インダストリー4.0、ドローン技術、スマートヘルスケアと

いった、その最新動向が気になるテーマでは、インダストリアル・

バリューチェーン・イニシアチブ （IVI） 理事長／法政大学 デザ

イン工学部 教授の西岡靖氏による特別講演『IoTがもたらす第4

次産業革命後の新たな世界 ～Industry 4.0 に対応した「コト」社

会のデザイン』、東京大学大学院 工学系研究科 教授の鈴木真

二氏による特別講演『小型無人航空機が拓く「空の産業革命」』、

受賞社決定!!
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オムロン株式会社 京阪奈イノベーションセンタオープンイノ

ベーション担当（前ドコモ・ヘルスケア株式会社 代表取締役社

長）竹林一氏による基調講演『エンジニアの目を輝かせる新し

い価値創造の仕組み ～IoTで何を創り出すか』に注目したい。

　これらトピックに関連した技術やソリューションは、企画パビリ

オンやさまざまな出展社ブースでも体験することができるため、

双方の会場に足を運ばれることをおすすめする。

　IoT技術に関連した技術セミナーでは、ET/IoT Technology同

時開催に合わせて新設された「IoTテクニカルセッション」が聴き

どころだ。ビッグデータ、センシング技術、画像認識、個人情報保

護、情報セキュリティといった重要テーマの7セッションが組まれ

ている。聴講を希望する登録者が殺到するほどの人気セッショ

ンとなり、今回はETテクニカルカンファレンスとあわせ、展示会

場内のサテライト会場でも聴講できるので、気になるセッション

はぜひ聴講されるといいだろう。

　またJASAでは、「グローバルフォーラム2015」「技術本部セミ

ナー」「学生と教育関係者向け組込み業界研究セミナー」を実

施、また共催セミナーとして「アライアンスビジネス交流会」を実

施する。

　進化する組込み技術と、つなげる技術の最先端が集結する本

展で、IoT時代の最新ソリューションを体験していただきたい。

出展社から応募された多数の新技術・ソリューションより、厳選な審査で選出された受賞社

ET/ IoT Technologyアワード2015 

三菱電機エンジニアリング株式会社　
「出力１ｋＷ 効率９５％の６.７８ＭＨｚ
   高周波電源技術」
次世代のIoT/Web/クラウドサーバ機器を実現

IoT Technology優秀賞
NEC通信システム株式会社社　
「オンデマンド型無線ネットワーク」
世界初　磁界共鳴を応用した非接触汎用高効率
ロータリー電力伝送技術

Embedded Technology優秀賞
NEC
「タグやシリアル加工なしで製品の個体識別を
   実現する「物体指紋認証技術」」
大量生産品を表面に自然発生する微細な紋様（物体指紋）
で個々に識別

ラピスセミコンダクタ株式会社　
「CANの集中型セキュリティ監視システム」
世界初！IoT土壌環境センサで地中のデジタル化を実現

特別賞
インテル株式会社　
「IoTベンチャーズ」　
初期投資ゼロ、屋内施設向けIoTソリューション・
パッケージ

国立大学法人筑波大学　
「高性能ストリームデータ圧縮技術」　
ストリームを高速にコンパクトに。
未来のロスレス圧縮のカタチ
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アイティアクセスは組込ソフトウェアパーツの個別販売からパーツを
組み合わせソリューション提供、更には高品質なシステムインテグレ
ーションによる最終製品の開発までを一貫して提供いたします。
今回は、開発者の様々なニーズにお応えすべく、最新テクノロジーを
ご紹介します。
ぜひお気軽に弊社ブースにお立ち寄り下さい。 

アイティアクセス㈱

組込み機器のハードウェア＆ソフトウェア＆メカの企画、設計、開発、
販売。Bluetooth応用商品開発、CAN応用商品開発、センサー応用
商品開発、プリンタ開発をはじめ、お客様の戦略商品の開発を通じ

㈱イーアールアイ

Tel.045-474-9095　http://www.itaccess.co.jp/

Tel.019-648-8566　http://www.erii.co.jp/

「お客様のイメージ・ご要望を形にする企画提案型EMSカンパニーです」
 当社は1969年の設立当初より組込み技術に着目し、企画・開発・設
計・調達・生産の社内一貫体制にて取り組んでまいりました。長年にわ
たり情報通信機器、操作端末、FA機器分野にて培ってきた技術と、多
品種少量生産のノウハウを生かし、ご要望に応じたソリューションを提
供いたします。
生産中止（廃止）部品 新規設計だけでなく、一部変更（バージョンアッ
プ）、生産中止（廃止）部品対応、ROHS対応等の設計のご支援も行い
ます。 
マイコン・基盤・機構の代替設計できます。 
品質確保のための評価試験できます。

㈱暁電機製作所
Tel.077-563-6161　http://www.arunas.co.jp/
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IARシステムズは世界トップクラスの組込み開発ツールメーカであり、
C/C++ コンパイラ・デバッガ統合開発環境 (IDE)、開発キット、ICE、
ステートマシン設計ツールなどを組込みシステム開発向けに、幅広く
提供しています。IARシステムズの顧客は通信、FA、自動車業界等、多
岐にわたっております。1983年に創業し、アメリカ、中国、韓国、日本、
ドイツ、イギリス、フランス、スウェーデン、ブラジルに拠点を持ち、代理
店ネットワークを介して世界中に展開しています。IARシステムズは、
そのオーナー企業であるIAR Systems Groupを介してNASDAQ 
OMXストックホルムに上場しています。

IARシステムズ㈱
Tel.03-5298-4800　http://www.iar.com/jp/

【会社概要】
アドバンスド・データ・コントロールズ（ADaC）は、1982年の設立以来、
「最適なソフトウェア開発環境」を常に追求し、ワールドワイドなアライア
ンス体制を強みに、時代を先取りしたベストソリューションをトータルに提
供するリーディングカンパニーです。
【出展概要】
近年大きな注目を浴びているIoT。しかしその一方で、セキュリティに対す
る課題解決や、高い安全性・信頼性が求められています。
本展では、世界最高レベルのセキュリティ性（コモンクライテリアEAL6+）
を持つリアルタイムOSや、業界で初めてISO26262 ASIL Dを認証取得
した統合開発環境など、IoTに向けた最新のソリューションをご提案します。
■ リアルタイムOS「INTEGRITY」
国際的な機能安全規格への対応と、セキュアで安全な仮想化テクノロジ
への応用が可能
■ 統合開発環境「MULTI」
機能安全認証を取得したコンパイラや、強力な動的・静的解析ツールが
高い品質を実現

㈱アドバンスド・データ・コントロールズ
Tel.03-3576-5351　http://www.adac.co.jp/

□IoT機器をサイバー攻撃から守る「LynxSecure」
・サイバー攻撃からIoT機器やシステムを守る「LynxSecure」は、米
国LynxSoftware社の革新的な技術「Separat ion Kernel 

アドソル日進㈱
Tel.03-5796-3139　http://www.adniss.jp/

当協会はＩＴ検証サービスに関連する企業・団体・個人が集い、より
よいＩＴ検証サービスを目指して研鑽し、業界の健全なる発展を促進
するとともに、産業として確立させ、わが国の社会・経済の発展に寄
与することを目的としております。
活動内容
検証（テスト・評価）業界の認知度向上 
検証（テスト・評価）技術力の向上 
検証（テスト・評価）標準化（体系、用語等） 
検証（テスト・評価）技術者の創出・育成・認定 
検証（テスト・評価）情報の交換および提供 産官学の連携

一般社団法人IT検証産業協会
Tel.03-3342-7021　http://www.ivia.or.jp/
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出展会員企業紹介 ＊50音順

Hypervisor」による最新のセキュリティ・ソリューションです。フットプ
リントが小さく（ソースコードサイズ：35k）、OSレスなシステムも構築
可能です。暗号化鍵の安全管理など、IoT機器向けのセキュリティソ
リューションをご提供します。
・今回はEndpointとGatewayにLynxSecureを適用したデモをご
覧いただきます。
□組込みシステム開発
・当社は、組込みリアルタイムOSの提供およびリアルタイムシステムの
構築を約２０年間にわたり提供してきました。
車載や医療機器を中心とした組込み機器市場に対して、その技術力
をベースに、デバイスドライバからカーネル、上位層はアプリケーショ
ンに至るまで、全レイヤに対応した組込みシステム開発をご提供いた
します。
□ワイヤレス通信技術によるスマートネットワークソリューション提供
・当社は、今後拡がっていくスマートネットワークコミュニティにおけ
る標準規格であるWi-SUNや920IP、ZigBeeといった、各種プロトコ
ルにに対応した製品やソリューションの開発・提供を行っています。ま
たお客様のご要望に応じたカスタム・OEM対応も行っています。
□電界通信(人体通信)　タッチタグ
・電界通信（人体通信）タッチタグを応用したシステムのデモを出展し
ます。タッチタグでは、人がタグを身につけた状態で、アンテナ（電極）
に触る／踏むといった自然な動きの中でID認証を行うことが可能で
す。食品工場向け入退管理システム”tACCESS”などを中心に採用事
例が増えています。
□ZigBee無線小型タグによる屋内 位置検知ソリューション
　“ｕＬｏｃａｔｉｏｎ”
・ZigBee無線小型タグを用いた屋内位置検知ソリューションを出展
します。機器、作業者、入居者等の位置の特定が可能です。小型タグ
には3軸加速度センサも搭載し、機器転倒等の検知にも応用が可能
です。無線方式のため設置工事が容易です。
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イマジネーションは、世界中の何十億の人々の生活を豊かにする製品
を支える、グローバル規模のテクノロジー・リーディング・カンパニーで
す。広範囲なシリコン製品向けのIP(知的財産)には、様々なモバイル、
家電、自動車、企業、インフラ、IoT、組込機器の原動力となるSoC設計
に欠かせないマルチメディア(PowerVR)、通信(Ensigma)、汎用プロ
セッサ(MIPS)が含まれています。独自のソフトウェアやクラウドIP・シ
ステムソリューションとの相乗効果によって、ライセンシーやパートナ
ーが高度に差別化されたSoCプラットフォームを利用した製品を素
早く市場に投入することを可能にします。イマジネーションのライセン
シーである半導体メーカー、ネットワークオペレータ、OEMやODMな
ど多くの世界的な先端企業は、各国で象徴的で革新的な製品を創り
続けています。
詳しくはwww.imgtec.com及びhttp://jp.imgtec.comをご覧くだ
さい。 
イマジネーションの情報はTwitter、YouTube、LinkedIn、RSS、
Facebookおよびブログで提供されています。

イマジネーションテクノロジーズ㈱
Tel.03-5795-4648　http://imgtec.com/jp/

エーアイコーポレーションは、オープンソースを中心としたRTOS、各
種組込みソフトウェア部品から品質向上支援・テストツール、BIOSな
ど、組込み開発をトータルにサポートいたします。
■TOPPERSソリューション
RTOSとLinux/Androidを同一CPU上で安全かつ簡便に共存させ
るSafeG、ITRON上で動的にモジュール更新可能なRLL、その他マル
チコア対応他

㈱エーアイコーポレーション
Tel.03-3493-7981　http://www.aicp.co.jp/

エクスモーションでは、組込みシステム開発の生産性と品質を向上さ
せ、市場で戦える製品のタイムリーなリリースを後押しできるようなソ
リューションをご用意しています。
◆車載開発向けソリューション
　・モデルベース開発（MBD）の導入および品質改善
　・モデルベース検証の導入
　・機能安全における成果物作成
　・Simulinkモデル関連ツール「mtrip」「MODEL EVALUATOR」
◆レガシー＆派生開発向けソリューション
　・派生開発プロセスXDDPの導入
　・品質と生産性の改善（継続的インテグレーション、テスト駆動、
　 リファクタリング等）
◆万能ソリューション
　・要求定義の仕様化とテスト仕様の導出とテストの実施
　・システムアーキテクチャ分析と設計
弊社ブースには、経験豊富な現場コンサルタントを説明員として配置
しておりますので、お困り事がございましたら、ご相談ください。

㈱エクスモーション
Tel.03-6722-5067　http://www.exmotion.co.jp/

SRAは、創立47年を迎える1,000名を超えるエンジニアを擁する技
術者集団です。
自動車、医療、産業機器、プリンタ、防衛等の様々な分野で60か国、
7,000社を超える実績を持つC++ UIアプリケーションフレームワー
ク""Qt""のプロフェッショナルチームと50名以上のQtエンジニアによ
り、教育、ポーティング、開発支援、サポートまでをワンストップで提供
します。
今回、Qtの最新のデモを、開発元であるThe Qt Company社と共に
展示致します。
また、レッドハット株式会社が、組込み、IoT向けに提供するRed Hat 
Embedded Programについても、国内初認定ディストリビュータで
あるSRAが、レッドハット社と共にご紹介致します。

㈱SRA
Tel.03-5979-2800　http://www.sra.co.jp/qt/

メタテクノは、組み込みソフトウェア開発を事業の核とし、プリンター
や複写機の印字データ制御、画像処理、用紙搬送制御、そして通信
インターフェースなどの開発を手掛けてきました。
さらに、近年では、汎用アプリケーションや通信ソフトウェア、Webア
プリケーションなどの開発も手掛け、幅広い分野でお客様のニーズ
にお応えする、信頼性の高いエンジニアリングサービスをご提供して
います。
本展示会では、その中から一部の製品、開発事例をご紹介します。
■ ポーティングサービス ■
μITRONからLinuxへのOSポーティング、独自開発したアーキテク
チャのGCCへのポーティングをご紹介しています。
OSポーティングでは、メタテクノ製ライブラリを使用し、低コストで
実現しました。
■ 近距離無線 ■
iBeaconを使ったさまざまなアイデアをご披露しています。
■ デジタルサイネージ ■
HDMI端子付きモニタ、プロジェクタで簡単にサイネージを実現して
います。

㈱メタテクノ
Tel.044-739-3431　http://www.meta.co.jp/
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EMS-JPグループ

て、私達の得意な電子回路設計・FPGA設計・メカ設計・ファームウェ
ア設計の組込みコア技術を提供しております。
組込みソフト、ハード技術をコアにメカトロ／筐体製品に応用し、事
業領域を拡大しており、組込み機器のハード・ソフト設計、メカ設計も
含め、企画から生産までワンストップで対応できます。特にBluetooth
応用商品、OBDⅡ商品、サーマルプリンタ関連技術をベースに、大手メ
ーカーを受注先として、継続して商品と技術を提供しています。近年は
自社の強みであるBluetooth技術を活用した「BLUETUS」を軸にそ
の応用製品開発への取り組みを強化しています。

■品質向上支援ツール
マルチスレッド、割り込み干渉不具合が検出可能な高精度静的解析
ツール、要求仕様、シミュレーション、検証ツール
■IoT関連
医用機器をつなぐIoTソリューション「コンティニュア」、IED/RTUをつ
なぐ「プロトコルゲートウェイ」他、機器間をつなぐ通信ソフトウェア　
「NFC、Blue too th」他、デバイスマネジメント用プロトコル
「LWM2M、OMA-DA」他

STマイクロエレクトロニクスは、私たちの暮らしに欠かすことのできないエ
レクトロニクス機器に、優れた性能と高い電力効率を特徴とした半導体を
提供する世界的な総合半導体メーカーです。あらゆるシーンで活躍するST
の製品は、お客様が開発する次世代モバイルやIoT機器の他、よりスマート
な自動車、工場、都市および住宅を可能にします。STは、生活をより豊かに
する技術革新を通じ、「life.augmented」の実現に取り組んでいます。
STブースでは、ARM® Cortex®-M搭載32bitマイコン｢STM32® シリー
ズ」をはじめ、多彩なセンサやBluetooth® Low Energy（BLE）対応ネッ
トワーク･プロセッサを使用したスマート･オフィスのデモや、セキュア･マイ
コン、電源IC、モータ制御用ICなど、様々なアプリケーションに最適な組込
みソリューションの数々を紹介します。
また、カンファレンスでは、11月18日（水）のアナログスキルアップトラック
で「高性能デジタル制御スイッチング回路の鍵をにぎるアナログ技術」、
11月19日（木）のIoTテクニカルセッションで「IoTに要求されるセンシング

STマイクロエレクトロニクス㈱
Tel.03-5783-8220　http://www.st-japan.co.jp/
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京都マイクロコンピュータは、高性能J TA Gエミュレータ 
PARTNER-Jet2シリーズを中心に、組込開発環境の充実とその効率
化をテーマに製品開発を行っています。

京都マイクロコンピュータ㈱
Tel.075-335-1050　http://www.kmckk.co.jp/

C-02

グレープシステムは,組み込み関連と印刷関連の二つの技術分野に特
化した開発や製品の販売･サポートを行っています。RTOSやUSB,フ
ァイルシステムを代表するミドルウェアなど多様な製品のラインナッ
プとそれを支えるハイレベルな技術力は,数多くの製品実績につなが
っています。
＜展示内容＞
＊IoT/M2Mソリューション
・MQTTを利用し、Echonet-Lite機器を監視／制御するためのソリ
ューションのデモを行います。ネットワークミドルウェアとして、ロー
ム製社WLANコントロールドライバ・Bluetoothプロトコルスタッ
ク・GR-USBを使用したLTE通信やSSLなどのセキュティ製品の展
示も行います。
＊音声認識ソリューション
・ノイズ環境化で音声認識率をアップさせる為のミドルウェアと音声
認識エンジン「AmiVoice」を組み合わせたデモを行います。
＊RTOS
・ルネサス社「RenesasSynergyプラットフォーム」に採用された
リアルタイムOS「ThreadX」のデモを行います。
＊HMI
・組み込み向けUI開発ツール「GUIX」のデモと、Android端末を市
販のBluetooth/USB アダプターを利用して機器操作するプリン
タのデモを行います。また、WebブラウザベースのUIツール
「UIBrain」のデモも展示も行います。
＊VoIP
・Freescale社製 i.MX6 プロセッサのビデオエンジンを使用した
Androidベースのビデオ通話 (V2IP) のデモを行います。
＊バーコード・音声コード・スクリーンコード
・組み込み機器向け GRAPEWARE 各種バーコードライブラリー
製品
DataMatrix コード・QRコード・一次元バーコード等々
・携帯電話対応音声コードドライバ
・印刷スクリーンの特性を考慮した情報埋め込みコード「スクリーン
コード」

㈱グレープシステム
Tel.045-222-3761　http://www.grape.co.jp/

私たちコアグループは1969年の創立以来、独立系・全国ネットのICT企
業集団として顧客本位のサービス提供を基本に、幅広い分野において事
業を展開してまいりました。
今回のET2015では､IoT/M2M分野をリードするべく「A movement 
for 2020 of CORE｣をテーマに、IoT/M2Mによる5年後の価値の創造
に向け、組込みソフトウェア開発技術や応用ノウハウを結実させた
IoT/M2M関連製品、国内外から注目されているGNSS関連製品など、次
世代テクノロジーと最新ソリューションをご紹介いたします。
皆様のご来場、心よりお待ちしております。

㈱コア
Tel.03-3795-5171　http://www.core.co.jp/
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ガイオ・テクノロジーは、1980年に組込み開発向けクロスコンパイラ
の自社開発でスタートし、その後、マイコンのコード解析技術、シミュ
レータ技術をベースにした組込みソフト向けテストツールを提供して
います。さらに、エンジニアリングサービスの事業を展開しており、現在
では、主要自動車メーカー、大手自動車部品サプライヤにて、モデル
ベース開発支援、テストプロセス構築支援、ツール導入・運用支援など
の業務を手がけています。
今年のETには、自動車ソフトモデルベース開発向け、モデル/コード
Back-to-Backテストツールの新製品、「MC-Ver ifier」と、
ISO26262版SCDL対応安全コンセプト設計ツール「Safilia」を出展
致します。
また、単体テスト業務、テストプロセス改善などの受託業務を行う、エ
ンジニアリングサービスのご相談を承ります。

ガイオ・テクノロジー㈱
Tel.03-4455-4767　http://www.gaio.co.jp/

近年、ソフトウェア開発の費用は製品開発費のおよそ半分を占めさ
らに「IoT」「Industry4.0」等の新技術の登場とその対応でより一層
ソフトウェア開発の生産性、品質の向上が必要な時代となります。
CATSでは、CASEツール開発26年の実績から様々な開発支援ツー
ルでソフトウェア開発の生産性、品質の向上のソリューションを提供
いたします。
・状態遷移表CASEツール「ZIPC」「ZIPC Designer」
・状態遷移テストケース設計・生成ツール「ZIPC Tester」
・n-Wise法組合せテストケース設計・生成ツール「ZIPC FOT」
・トレーサビリティプラットフォーム「ZIPC TERAS」
・リアルタイムシステム・モデル検査ツール「UPPAAL」
・CSPベースマルチドメイン・モデル検査ツール「PAT Pro」

Tel.045-473-2816　http://www.zipc.com/
C-30キャッツ㈱

技術とその新たな可能性」と題して講演します。さらに、11月19日（木）に
は、展示会場横の会議センターにおきまして、最新Cortex-M7マイコン
「STM32F7」の無料体験セミナーを午前･午後の2回と、IoT機器試作の
開発効率を大幅に向上させるSTの広範な開発エコシステムを解説するセ
ミナーを開催します。
【展示予定製品】
●スマート･オフィス･ソリューション
32bitマイコンSTM32開発ボードNucleoと各種MEMSセンサ、測距･周
辺光 複合センサ、BLE対応ネットワーク･プロセッサ、NFCタグを搭載した
各種拡張ボードX-Nucleoを使ったスマート･オフィスのデモをご覧いただ
けます。
●ARM Cortex-M7/M4マイクロコントローラ
超高性能32bitマイコン STM32F7シリーズ
超低消費電力32bitマイコン STM32L0 / STM32L4
高性能アーキテクチャ搭載 32bitマイコン STM32F4シリーズ
●開発ツール
32bitマイコン開発ボードNucleo、各種評価ボードX-Nucleo
●各種センサ･ソリューション
モーション･センサ、環境センサ、MEMSマイク & BLEコントローラ、測距･
周辺光 複合センサ
●セキュリティ･ソリューション
M2M / TPM用セキュア･マイコン、偽造防止機能搭載セキュア･マイコン
●電源 & モータ ソリューション
ワイヤレス給電用IC、充電式薄膜バッテリ、USB向け保護IC、パワー
MOSFET、デジタル電源用IC

本年は、デバッグだけでなく長時間のロギングも含めた解析ソリュー
ションの提案や、システムクラッシュ時のデバッグの仕方などを、以下
の製品を単体・組み合わせて展示します。
■ JTAGエミュレータ「PARTNER-Jet2」
- 64bit ARM v8対応などの、最新技術対応状況
- 動的解析のための、長時間ロギング
- 統合開発環境などとの連携（eclipse, VisualStudio, exeGCCなど）
■ 動的解析ツール「QProbe」
- トレースポイント挿入型の新しいトレースへの対応について
■ SoCバス負荷測定ツール
- 第2世代 R-Car用、バス負荷測定ツールや、他デバイスへの応用について
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IoT時代の組込み向け製品と技術を紹介！
昔より、組込み開発の主な課題は、品質の向上、開発期間短縮、生産
性の向上、開発コスト削減です。
さらに、様々な”モノ”がネットワークでつながる今の時代では製品単
体の仕様・品質だけでは不十分であり、様々なサービスとも連携する
ことが求められるなど、より課題が複雑になっています。
コンピューテックスでは、組込み製品とソフトウェア開発に対して３つ
の視点より課題を解決するためのポイントをご紹介します。
・開発環境　ソフト開発に欠かせないJTAGエミュレータ”
PALMiCE3”など
・動的テスト　ソフトを可視化するツール”CodeRecorder”
・組込製品　長期供給や動作温度など産業機器に最適な
”CM-3G” ”CKB”
「ものづくり」に携わる開発者にとって欠かせない情報を盛り込んでい
ます。
是非ご来場いただき、当社製品のデモンストレーションをご体験くだ
さい。

㈱コンピューテックス
Tel.03-5753-9911　http://www.computex.co.jp/

佐鳥オリジナルソリューションをはじめ、弊社のグローバルなネット
ワークを活かした、IoT/M2M向けの先端デバイス・最適ソリューショ
ンをご紹介いたします。
佐鳥オリジナル商品：
・920MHzモジュールを使用したセンサーとHEMSの融合システム
・課金対応に必須なセキュアエレメント搭載の組込み型NFC
 モジュール
・TrueR方式による高精度な組込み型絶縁劣化監視モジュール

佐鳥電機㈱
Tel.03-3452-7193　http://www.satori.co.jp/

グローバルな時代の中、環境、資源あるいは経済など不確定な要因に
よって生じる圧力が、様々な業界やマーケットに影響を及ぼしています。
こうした圧力から次 と々生み出される課題を解決するためには、過去
の経験や既存ルールを巧みに使う能力だけでは不十分であり、 新た
なプロセスを生み出す能力も必要とされます。
特に、多くの企業はグローバルに展開するサプライチェーンの一部あ
るいは全部に関連しています。 しかも次々に発生する課題とその解決
に向けて、サプライチェーンそのものが変化していくのです。
例えば、製造業のサプライチェーンにおいては、量産によるコスト競争
の時代から、CO2の削減、資源の保存、 低消費エネルギーなどに価
値を見出す時代になっています。
こうした変化が製品の機能を実現する手段にも影響を与え、ハード部
品でなくソフトウェアによって製品の機能を実現する組込みソフトウ
ェア技術の活用へとサプライチェーンを変化させつつあります。 こうし
た変化に対応できるのは人材のスキルをおいて他にありません。
サプライチェーンに関連する企業は、ダイナミックに変化するサプライ
チェーンに対応すべくスキル獲得・育成戦略を立てていく必要があり
ます。
人材のスキルを包括的に可視化し、育成戦略の立案に役立つ手段と
して組込みスキル標準(ETSS)があります。 ETSSは独立行政法人情
報処理推進機構ソフトウェア・エンジニアリング・センターで標準化さ
れたもので、 ハードウェア、ソフトウェア、ビジネス、パーソナルといった
人材のスキルを可視化できる仕組みをもっています。
スキルマネージメント協会は、ETSSをベースに、人材の育成、スキルマ
ネージメント手法の開発、スキルの分析手法、 経営指標としてのスキ
ルの可視化などを行い、日本を中心に広く国際社会に貢献することを
目的とします。

一般社団法人スキルマネージメント協会
http://www.skill.or.jp/

当社はソフトウェア・ハードウェア・ファームウェアの開発からボード・シス
テム機器の設計～製造まで総合的なソリューションを提供しております。
特にソフトウェアとハードウェアを統括してサポートさせていただくことで
お客様には大変ご好評をいただいております。
今回お客様の組み込みシステムに使用いただいて好評を得ているコンパク
トな当社オリジナルの組み込み機器向けGUI「mica」を展示いたします。
また最近話題のビッグデータの各種センサー入力機器としてお使いいただ
ける電池の必要ない無線センサー（温度、湿度、大気圧、照度および人感な
ど）やカスタマイズを前提とした小型センサーデータ収集装置（SD、USB、
WiFi、Bluthooth、ZigBee、920MHzタイプなど）を展示いたします。

㈱コスモ
Tel.03-6417-4766　http://www.cosmo.co.jp/
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高度ポリテクセンターは、厚生労働省所管の独立行政法人高齢・障害・求
職者雇用支援機構が設置及び運営を行う公共職業能力開発施設です。
当施設では、我が国を支えるものづくり企業等で働く方々を対象に、スキ
ルアップを図るための技術研修を実施しています。また、事業主の方々が
抱える従業員の人材育成における課題を解決するための能力開発に関す
る相談等を行っています。
展示では、組込みシステム関連の技術研修のコース内容、教材等を紹介
いたします。お気軽にお立ち寄りください。

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
Tel.043-296-2580　http://www.apc.jeed.or.jp/
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■OTSLは
　- 近距離無線システムの企画開発及び受託開発
　- 組み込みOSのシステム・ドライバ開発
　- システム/ソフトウェアの品質保持に関するコンサルティング
　- 機能安全に関する教育サービス提供
など様々な活動を展開しています。

㈱OTSL
Tel.052-961-1010　https://www.otsl.jp/
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新規取扱商品：
・印刷電子回路技術で製造する低コストなスマートラベル
 （Thin Film Electronics社）
・世界最小・超低消費電力 MEMS半導体ガスセンサー
 （Cambridge CMOS Sensors社）
・超薄型の全固体リチウムセラミック二次電池
 （Prologium社）
・世界最小かつ世界最速(※1)の組込み向け顔認証モジュール
 および顔認証ソフトウェア・ライブラリ TeraFacesTM
（テラプローブ社）
　※1 汎用マイコンを使用した顔認証モジュール
　　 （2015年2月テラプローブ社調べ）

スパークスシステムズジャパンは、開発者のためのツールベンダーとし
て、以下のようなソフトウェア設計開発の効率化と品質向上のための
ツールを提供しています。

スパークスシステムズジャパン㈱
http://www.sparxsystems.jp/

D-43
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テクマトリックス(株)では、組み込みソフトウェア開発分野において、
ソフトウェアの品質管理・品質保証にかかわるツールやサービス、ソ
リューションをご提供しております。また、機能安全・安全規格認証
取得に関するサービスもご提供しています。
■■展示商品■■
C++test　-C/C++対応静的解析・単体テスト自動化ツール-
Lattix　-アーキテクチャ分析ツール-

テクマトリックス㈱
Tel.03-4405-7853　http://www.techmatrix.co.jp/

日刊電波新聞ではET展特集号を開催当日に掲載し、展示会場内にて
無料配布します。また、書籍・雑誌の展示即売を行います。

㈱電波新聞社
Tel.03-3445-8201　http://www.dempabooks.jp/

E-23

E-30

C-37

自動車業界で幅広く適用されている制御ソフトウェアの最新開発手
法であるモデルベース開発（MBD)は、モデルという仕様書を利用し
開発効率の向上を実現する。近年では、自動車開発では自動運転につ
ながる先進運転支援システム（ADAS）開発が精力的に行われている
が、ADAS搭載車を安全かつタイムリーに市場投入するためには、膨
大な検証時間、費用を要するなどの新しい課題が発生している。今回
の展示では、リアル・バーチャルなテストドライブを実現し、開発期間
短縮、コスト削減を可能にする、ADASを効率的に開発・検証するた
めのツールチェーンを紹介する。

dSPACE Japan㈱
Tel.03-5798-5460　http://www.dspace.jp/

お客様をとりまく環境の変化が激しい現在、企業におけるICTへの依
存度はますます増大し、高い技術力と豊富な実績を持つ最良のパー
トナーの選択が、ビジネスを成功に導く鍵といわれています。私たち
は、組込みシステム構築、システムインテグレーションの分野で幅広い
テクノロジーを展開するソリューションパートナーです。東芝グループ
の一員として、長年培ってきた豊富な経験と実績、そして卓越した技
術力、提案力を背景に、お客様のニーズに最適なソリューションを提
供します。
[製品紹介]
■ モデルベース開発支援サービス　「M-RADSHIPS Cloud」
お客様がモデルベース開発を導入する際に直面するプロセス構築、
人材育成などの課題の解決に役立つコンテンツをご提供いたしま
す。また、開発の効率を上げるためにご活用できるモデルライブラリ、
各種ツールをご提供します。
■ IoTプラットフォーム
これまでセンサーなどは単体で動いており、センサーデータを総合し
て活用する事が難しい状況でした。様々なセンサー・デバイスをネ

東芝情報システム㈱
Tel.044-246-8320　http://www.tjsys.co.jp/

B-02

例年Embedded Technology展に出展していますが今年はIoT 
Technology展に出展となりました。
IoTに必要なセンサー機器、ゲートウェイ機器、通信/サーバ商品、ア
プリケーションにおいて、データテクノロジーが何を提供できるかを表
現したブースになっています。
展示物は、一昨年にET AWARDを頂いたSenSu、みまわり伝書鳩を
中心に、従来の事業であるCenteミドルウェアのIoT向け新商品、
nonOSセキュア通信プロトコルパッケージ「Cente Compact 
TCP/IP」を発表します。FAT FileSystem系ではデバイスドライバ商
品の今後の展開を紹介します。

データテクノロジー㈱
Tel.042-523-1177　http://www.datec.co.jp/

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センターは都内の中小企
業を対象とした技術支援を行う機関です。
お客様の製品をお預かりしての性能評価（依頼試験）や各種装置の時
間貸し（機器利用）、共同研究による技術開発等を実施しています。
今回は、情報技術グループとロボット開発セクターの事業紹介および
設備紹介、下記テーマに関する研究成果事例を展示しています。
・FPGAの再構成可能素子を使った遅延検出器の開発
・USBを用いた機械制御システムのための安全技術
相談は無料で受け付けております。
上記分野以外についても適切な部署をご紹介することが可能な場合
もありますので是非お立ち寄りください。

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター
Tel.03-5530-2540　http://iri-tokyo.jp/

C-17

C-43

監視カメラシステムへの多くの採用実績を誇るONVIFミドルウェアを
中心に、スマートホームを実現するECHONET Lite、車載用途で期
待が高まっているEthernetAVB、車載ディスプレイとスマートフォン
を双方向でつなぐMirrorLinkといった最新規格に対応した当社のミ
ドルウェアライブラリ製品をご紹介します。

図研エルミック㈱
Tel.045-624-8002　http://www.elwsc.co.jp/

F-25

人材のスキルを包括的に可視化し、育成戦略の立案に役立つ手段と
して組込みスキル標準(ETSS)があります。 ETSSは独立行政法人情
報処理推進機構ソフトウェア・エンジニアリング・センターで標準化さ
れたもので、 ハードウェア、ソフトウェア、ビジネス、パーソナルといった
人材のスキルを可視化できる仕組みをもっています。
スキルマネージメント協会は、ETSSをベースに、人材の育成、スキルマ
ネージメント手法の開発、スキルの分析手法、 経営指標としてのスキ
ルの可視化などを行い、日本を中心に広く国際社会に貢献することを
目的とします。

スパークスシステムズジャパンは、開発者のためのツールベンダーとし
て、以下のようなソフトウェア設計開発の効率化と品質向上のための
ツールを提供しています。
■UMLモデリングツール【Enterprise Architect】
UML・DFD・SysML・状態遷移表なども記述できる実用的なモデリ
ングツールです。C++・C言語などにも対応し、クラス図とソースコード
との連携など多くの機能で設計開発を支援します。USDMを記述す
るためのアドインや、最新バージョンの紹介もございます。
■要求管理ツール【RaQuest】
数多くの要求を、確実に・効率的に管理するためのツールです。要求
間・要求と設計情報間のトレーサビリティも管理し、インパクト分析や
カバレッジ分析に役立つ表示などの多くの機能で要求管理を支援し
ます。
■データベース設計支援ツール【DBMode】
Enterprise Architectでのデータベース設計を支援し効率化するた
めのアドインツールです。Excel形式でのテーブル定義書生成・
CRUD図・ドメインなど、データベース設計向けのさまざまな機能を
提供します。

スパークスシステムズジャパン㈱
http://www.sparxsystems.jp/

D-43

Understand　-ソースコード構成解析ツール-
Ranorex　-UIテスト自動化ツール-
AccuRev　-ソフトウェア構成管理・変更管理ツール-
Virtualize -IoT時代を見据えたテストインフラ-
Parasoft DTP -ソフトウェア開発・テスト管理プラットフォーム-
機能安全・安全規格認証取得支援サービス
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東杜シーテックは、画像照合、物体認識、超音波計測技術などの東北大学
のシーズを取り入れたシステム開発に取り組んでおります。
展示会では以下の製品を展示いたします。
■Clean-Eneco（HEMS）
太陽光パネル・蓄電池を含めた高品質・低価格なHEMSです。
■非接触型 脈波測定システム
可視カメラの撮影画像から脈波/心拍/伝搬時間を測定するシステムです。
■歯科情報照合システム
災害や事故等におけるご遺体の身元確認支援用歯科情報照合システム
です。

東杜シーテック㈱
Tel.022-354-1230　http://www.tctec.co.jp/

D-52

「farmoni（ファーモニ）クラウドサービス」は「センサー」と「ネットワーク
カメラ」の画像を「環境データ」として取得・蓄積し「見える化」するシステ
ムです。①．僅かな時間を利用してスマートフォン、タブレット、パソコンか
ら農地の様子を確認することができます。②．期間を指定してデータを確
認することができます。また、指定した期間の最高最低値・平均値も合わ
せて確認することができます。③．データをダウンロードすることで、月毎・
年毎の比較が、お手持ちの表計算ソフト等で簡単にできるようになりま
す。④．ご自身のホームページに掲載することで、広く「安全・安心」をお客
様（消費者さま、お取引先さま）へ伝えることができます。

㈱SJC
Tel.022-284-0290　http://www.sjc-sendai.ne.jp/

D-56

D-56

概要
組込みソフトウェア管理者・技術者育成研究会(SESSAME)は，その
名の通り，組込みシステムの関わるすべての技術者・管理者の育成を
目的として活動している，非営利の団体です．
活動は2000年12月に開催された任意団体の会合から始まり，2004
年9月に特定非営利活動法人(NPO法人)を設立し，現在では300名
を超えるメンバが登録しています．
活動紹介
月に一度開催される例会と，メールベースの議論を中心に，入門者向
け，初級者向け，中級者向けの各種セミナーの開催，教育カリキュラム
の策定，教材の開発，e-Learnigコンテンツの開発，教科書・書籍の執
筆等を行っています．また技術者が会社の枠を超えて議論・交流でき
る場の提供も行っています．SESSAMEの活動は全国で展開されてい
ます．
今回のETでは，これまでに開催したセミナーの紹介，教材・書籍の紹
介とともに，SESSAMEが支援するETソフトウェアデザインロボット
コンテスト，小中高校生向けのWROも紹介します．また，今後開催予
定のセミナーの紹介，SESSAME本の著者らによるプレゼンも行う予
定です．
会員企業，関連団体であるTOPPERSプロジェクトと共同でパビリオ
ンを運営していますので，あわせてご覧ください．

特定非営利活動法人組込みソフトウェア管理者・技術者育成研究会
Tel.03-5643-5167　http://www.sessame.jp/

F-32

TOHOKUパビリオン

TOPPERSパビリオン

「磁気式3次元位置測定システム」
磁気センサGIGS®を用いた3次元位置測定（検出）装置。
3軸（X,Y,Z）方向の磁界発生源、センサとなる磁力計測部、さらにそれらを
制御するコントロールユニットで構成されます。この磁気式センサは、光学
式や音波式とは違い、物理的な障害物に影響されずにデータをリアルタイ
ムで取得できます。
◎特徴
・非接触で計測かつ、物理的な障害物に影響されずに位置データをリア
 ルタイムで取得
・同時に2点の位置計測が可能　（指の動き等をシミュレーション可能）
・ワイヤレス
◎用途
・医療系トレーニング、シミュレーション
・VR,CGのモーションキャプチャ
・各種運動解析
（GIGS®は電磁材料研究所発明の磁気センサの登録商標）

㈱ジェーエフピー
Tel.019-623-3613　http://www.jfp.co.jp/

D-56TOHOKUパビリオン

当社は、お客様のニーズに合わせた最適な方法を提案し、ASICやFPGA
の設計・検証・ボード開発・評価までの一貫開発を手掛けております。
また、各大学様（主に東北地方、東海地方）と、2008年より戦略的基盤技

匠ソリューションズ㈱
Tel.022-342-1888　http://www.takumi-solutions.com/

D-56TOHOKUパビリオン

弊社は組込み機器（駅務機器、信号制御装置、通信機器、車載機器、半導
体製造装置、半導体試験装置）制御のソフトウエア開発に従事いたしてお
ります。
・各種ＯＳに搭載する機器を制御するデバイスドライバの作成が得意。
・上位レイヤ（アプリケーション）から下位レイヤ（デバイスドラバ）までの
  一環したソフトウェア開発が可能。

安川情報エンベデッド㈱
Tel.022-292-2201　http://www.ysk-emb.jp/

D-56

TOHOKUパビリオン

概要
TOPPERSプロジェクトは，ITRONを出発点として，組込みシステム構
築の基盤となる各種の高品質なオープンソースソフトウェアと技術者
育成のための教育コンテンツを開発し，組込みシステム技術と産業の
振興を図るとともに，技術者の育成に貢献することを目的として活動
しています．活動は，2003年9月に設立したNPO法人を中心に，産学
官の団体と個人の連携により推進しています．

特定非営利活動法人TOPPERSプロジェクト
Tel.03-5643-5166　http://www.toppers.jp/

F-32

当社「東海ソフト」は、エンベデッド事業・産業システム（ＦＡ）事業・エ
ンタープライズ事業のソフトウェア開発を主軸として事業展開してお
り、組込みソフトから上位システムまで纏め請負開発可能な独立系の
システムハウスです。
◆今回、以下を展示予定です。
･ToppersOSポーティング事業のご案内
･ToppersSafe-Gデモシステムの展示
･SAE-J1939Can通信ミドルウェアのご案内
･Armadillo-IOTを活用したデモシステムの展示

東海ソフト㈱
Tel.052-563-3571　http://www.tokai-soft.co.jp/

F-32TOPPERSパビリオン

TOPPERSパビリオン

ットワークに接続する事で、リアルタイムでの状況把握や、収集した
データ（ビッグデータ）を解析する事が可能となります。世の中にあ
る様々な機器をネットワークで繋げるIoTプラットフォームを開発し
ます。
■ シリコンオシレータIP
超低消費電力（1.2V/20uA）でありながら、周波数誤差1%で動作
するシリコン発振器IPの紹介を行います。温度と電源電圧による
周波数変動をキャンセルする機構によって、純粋なリングオシレー
タよりも1クラス上の周波数精度を実現しました。

術高度化支援事業（サポイン事業）等の公募事業で産学官連携を図り、
信号処理や画像処理技術をベースにした研究開発にも積極的に取り組ん
でおります。
受託開発企業から製品開発販売企業への転換を2012年から進めてお
り、これまで培ったノウハウや研究成果をもとに、今後も暮らしに役立つ製
品を開発して参ります。
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『社会インフラを支える高度先進組込み技術』をテーマに､
『インフラ・オートモーティブなどの成長市場分野への貢献』
『IoT・M2M・セキュリティーなどのイノベーション技術の提案』
『組込み技術を活用したソリューションの提案』
の３分野にフォーカスしたデモンストレーション展示を行います。
マイコン置き換え、リファクタリング、デバイスコンサルティング、Linux 
プラットフォーム、自動走行向け安全運転支援ライブラリ､俯瞰監視
技術、画像テレメタリング、ＡＲ現場作業支援など、社会インフラのさ
まざまな環境で活用できる、当社の組込み技術をぜひご覧ください。

㈱日立産業制御ソリューションズ
Tel.03-3251-7253　http://www.hitachi-ics.co.jp/

D-08

【会社概要】
ビッツの組込みシステムソリューション事業は、30年以上に渡り組込
みソフトウェア・ミドルウェアを中心としたソフトウェア開発に携わっ
て参りました。
独立系ソフトウェアベンダーとしてこれまで培ってきた豊富な開発経
験とノウハウを活かした組込みシステムサービスをご提供いたします。
【展示ブース紹介】
「請負・受託」にこだわった開発姿勢は、複数の大手企業様にご評価
いただいており、開発パートナーとして長期に渡るご契約をいただい
ております。ドライバ開発からアプリケーション開発まで、幅広い技術
分野においてお客様のニーズにお応えすることが可能です。　また、こ
こ数年は社会貢献ができる自社製品の開発にも取り組んでおります。

㈱ビッツ
Tel.03-3779-2150　http://www.bits.co.jp/

B-06

ハル・エンジニアリング(株）は創業39期目の”ものづくり”が大好きな
職人集団です。今回の出展品「OTDR(光パルス試験機)心線対照ユビ
キタスソリューション」は、約30年におよぶ光パルス試験機をはじめ
とする光測定機器の組込み系開発の実績があったからこそ生まれた
自社製品です。お陰様で電気通信企業研究所、および大手情報通信
工事企業様の採用実績もあります。横浜市様からは優れた商品・技術
を生産する事業者として、平成26年度販路開拓支援事業者に認定さ
れました。今後、より快適な情報化社会を人々に提供するには光通信
インフラの整備は必要不可欠であり、本製品は光通信インフラ整備に
大いに貢献できると考えております。

ハル・エンジニアリング㈱
Tel.045-324-1751　http://www.haleng.co.jp/

D-59

加速する「IoT」時代において、「すべての人と モノを未来につなぐ日新
システムズ」をテーマに、産業分野や社会インフラに対しIoTと組込み
技術の最新ソリューションを出展いたします。
◇展示内容◇
【EMS（Energy Management System)ゾーン】
・すぐに簡単に導入できるEMSプラットフォーム
・HEMSからクラウドまでのシステムを短期間で構築
・メガソーラー監視の「Operation & maintenance」コストを
 ICT技術で削減
・ビル／オフィス向けエネマネ技術ソリューション
【IoTゾーン】
・IoTによる機器の遠隔地管理システム ＜関西積乱雲プロジェクト＞
・ビッグデータを活用した状態監視、予測保全、運用保守システム 
   ＜インテック社＞
・音波センサ技術を応用した「屋内位置特定システム」 ＜インテック社＞
  ・Industrial IoTソリューション ＜LANTRONIX社＞
【産業向けゾーン】
・既存のレガシーネットワークを安全かつ簡単に無線化を実現

㈱日新システムズ
Tel.075-344-7961　http://www.co-nss.co.jp/

メーカー様を中心に多数の実績があるサービスを展示します。
　【Android/Linux】受託開発、テクニカルサポート、教育
　【品質】コンサルティング、ガイドライン作成、テスト代行、教育
　その他エンジニア教育
　※ブースに来ていただいたお客様には活用できる資料を差し上げ
　ます。是非ご来場ください。

日本システム開発㈱
Tel.03-5324-0123　http://www.nskint.co.jp/

D-39

F-26

株式会社ヴィッツは組込みソフトウェアの受託開発を事業の柱として
います。
産業機器（工作機械）、自動車、情報家電などのプロダクトはもとより、
形式手法・ユーザエクスペリエンス・機能安全・組込みセキュリティと
いった新しい技術要素の獲得にも研究開発などを通して積極的に取
り組んでいます。
一部の自動車では、搭載されているOBD㈼ポートに市販ツールを接
続することで、車外からインターネットを経由してCANバスに不正メ
ッセージを流すことができます。
展示会会場では、自動車を模擬したラジコンでセキュリティアタックを
実演します。
ヴィッツではデモを通じて「組込みシステムに対するセキュリティの必
要性」と具体的な対策をご紹介します。
この他には、
「仮想空間を用いた自動運転検証」と題して、仮想空間に表現された
道路周辺状況を認識し、自動走行を検証できる環境をご提案します。
「UXデザインソリューション」と題して、価格や製品性能による差別化が
困難な時代に、ユーザビリティという新しい付加価値をご提案します。
「機能安全開発効率化サービス」と題して、機能安全開発のコスト増
大が顕在化してる状況に、経験豊富なヴィッツが課題に対する最適な
改善ソリューションをご提案します。

㈱ヴィッツ
Tel.052-220-1218　http://www.witz-inc.co.jp/

F-32TOPPERSパビリオン

・各種センサ情報を簡単に収集できる拡張性の高いエッジコン
 ピューター”IoT Box”
【組込み技術ゾーン】
・ECHONET Lite 開発/認証支援ツール
・組込み用極小Wi-Fiデバイスサーバ「xPico Wi-Fi」カメラ搭載の
 超小型ドローン ZANOへの実装 ＜LANTRONIX社＞
・新製品！組込用ハイパフォーマンス・Wi-Fiモジュール
 PremierWave GG2050 ＜LANTRONIX社＞
・安全、高信頼性のIoTプラットフォームHELIX ＜ウインドリバー社＞
・北米導入実績No1 組込みデータベース ＜EMPRESS社＞

活動紹介
μITRON4.0仕様のスタンダードプロファイル規定に準拠した
TOPPERS/JSPカーネルを公開してから10年以上が経過しました．
その間に各種カーネル，ミドルウェア等を公開してきました．その後，
組込みシステムに対する要求の変化に対応するために，TOPPERS新
世代カーネルさらには第三世代カーネル仕様の策定及びそれに準拠
した一連のリアルタイムカーネルの開発を進めています．搭載製品は，
携帯電話から自動車，ロケットまで，多くの分野にわたっています．
今回のETでは，適用事例の展示や，最新の開発成果物のご紹介をい
たします．TOPPERSプロジェクトの会員企業，関連団体であるNPO
法人SESSAMEと共同でパビリオンを運営していますので，あわせて
ご覧ください．
また11月19日(木)午後には，スペシャルセッションにて活動紹介を行
います．ご来場をお待ちしています．
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富士通コンピュータテクノロジーズは、1983年の創業以来一貫して組
込みシステム開発を専門として歩んでまいりました。これまで、サーバ、
ストレージシステム、ネットワーク機器などの社会インフラ製品から、
PCや携帯電話などのユビキタス製品、OCRなど幅広い製品の開発に
携わってきております。また、OCRの開発業務で積み上げた画像認証
技術を活用し、帳票向けの高精度QRコード製品や組込み部品を開発
するなど自社ブランドの製品開発にも力を入れています。
さらに、近年は、車載機器の開発に携わるなど、あらゆるモノが繋がる時
代、IoT時代に向けて、組込みシステム開発のあらゆるシーンで、技術・
サービス・製品を駆使して、お客様と共に社会に貢献してまいります。
ET2015では、IoT時代を支える組込みシステム開発において、これま
でに培った技術やノウハウ、そこから生まれたサービス・製品など、高
品質で効率的なモノづくりのためのソリューションを紹介いたします。

㈱富士通コンピュータテクノロジーズ
Tel.044-754-2350　http://www.fujitsu.com/jp/group/fct/

主にインテル/Atom及び、ARM系マイコンを搭載したリファレンス・
ボードの提供とお客様からの受託開発・生産サービスを行っておりま
す。インテル純正JTAGエミュレータの展示も行ております。

フラットーク㈱
Tel.042-710-5161　http://www.flatoak.co.jp/

自動車はメンター・グラフィックスのコアビジネスとして着実に成長を遂げ
ています。またIoTやIndustry 4.0における要件に対応するソリューション
も提供しています。
Mentor AutomotiveからはAUTOSAR最新開発環境／スタック、IVI
（インフォテイメント）およびLinuxファストブート、またクラスタを含めたコ
ックピットへの統合ソリューションとそのリファレンスボードについてご紹
介します。
Mentor Embeddedからはヘテロジニアスなマルチコアデバイスに向け、
ソフトウェア資産を最大限に再利用し、かつデバッグ環境を容易化するこ
とに成功した開発環境、IoTに求められる安全認証を受け、セキュリティ対
策に向けたNucleus RTOSやHypervisorをご紹介します。ターゲットボ

メンター・グラフィックス・ジャパン㈱
Tel.03-5488-3035　http://www.mentorg.co.jp

D-41

E-04

VectorSoftwareのVectorCASTは安全性や確実性が要求される組
込みシステム向けに高度に自動化された自動化テストソリューションで
す。航空電子、医療機器、自動車、工業制御、鉄道等の分野で世界多数
の企業でDO-178B、ISO26262、IEC62304、IEC61508等安全認
証のカバレッジ要求や要求トレーサビリティを達成する実績あるソリ
ューションについて、また変更ベースのテストやJenkinsとの連携によ
る自動テストについて、デモをご覧頂きながらご紹介させて頂きます。

ベクター・ソフトウェア
Tel.045-285-9387　http://www.vectorcast.jp/

E-20

C-26

【設立趣旨】
宮城県内の組込み関連事業者が結集し、連携して情報収集と発信と
を行うことにより、地域として市場を獲得していき、将来的には宮城県
に組込み産業を集積し、その振興を図っていくため、平成19年度に
「みやぎ組込み産業振興協議会」を結成し、現在に至っております。
【事業概要】
・技術セミナー/マッチングセミナーの企画開催
・大規模展示会への共同出展/個別展示会の企画開催
・組込みシステムエンジニアの人材育成支援
【展示内容】
・宮城の組込み産業への取り組みの紹介

みやぎ組込み産業振興協議会
Tel.022-215-5912　http://www.kumikyo-miyagi.org/

D-55

いよいよ全貌が明らかに！！組み込み機器向けWindowsの最新版 
“Windows 10 IoT”
IoT Technology 2015ではじめての一般公開、この機会をお見逃しなく！
◆ ブースの見どころ
・必見！Windows 10 IoT搭載製品を一挙公開

日本マイクロソフト㈱
Tel.03-4332-5300　http://www.microsoft.com/ja-JP

A-01

E-29

ローターバッハは、ハードウェアアシスト型デバッグツールの世界最大
のメーカーです。ローターバッハのエンジニアリングチームには世界水
準のデバッガおよびエミュレータの製造において35年以上の実績が
あります。既に80種以上のCPU/DSPアーキテクチャに対応しており、
様々な組込みソフトウェア開発の現場で幅広く活用されています。

日本ローターバッハ㈱
Tel.045-477-4511　http://www.jp.lauterbach.com/

最強の動的テストツール、「DT」シリーズ。
CPU/OSに依存しない高い汎用性と、豊富な導入実績で安心のテス
トツール
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
★ 組込みソフトウェアからWindowsアプリケーションまで適用可能
★ 不具合解析、パフォーマンス改善、カバレッジ計測と幅広い用途に
　 対応
★ Linux開発にも最適、Jenkinsによるテスト自動化もサポート
★ 機能安全、自動車用組込みソフトウェア開発向け機能を大幅強化
★ 動的にメモリリークを解析する新機能「メモリスコープ」搭載
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
IoTやM2Mへの応用も可能なテクニカルソーシングビジネスもご紹
介予定！
低遅延 WiFi伝送システムを利用したライティングスピーカーを展示
します

ハートランド・データ㈱
Tel.0284-22-8791　http://hldc.co.jp/

B-27

わたしたち萩原電気は、デバイス・ソリューション・開発生産、それぞれの事
業で培った技術、経験、情報を融合し、ワンストップソリューション・グロー
バルサプライヤーを目指します。

萩原電気㈱
Tel.052-931-3553　http://www.hagiwara.co.jp/

C-12

・マイクロソフトパートナー19社が集結！最新のIoTテクノロジーを実
機でご紹介
・センサーからクラウドまで、組込みエンジニアのためのIoT構築、混雑
必至のテクニカルセッション
・IoTを具現化する世界のIoT事例！インダストリー4.0を牽引するド
イツKUKA社、他
・256M RAMで動作するIoT時代のWindows！ブース内で対応ボー
ドの直販も！
・ETフェスタでは地ビールが飲める !?
◆ 11月19日（木）招待講演
マイクロソフト本社のエグゼクティブ達が緊急来日、IoT分野の戦略を
語る！
マイクロソフトはなぜIoTに注力するのか、IoT向け新製品「Windows 
10 IoT」の位置づけ、IoTの波は組み込みビジネスはどう変えるのか。
!!! 当日は混雑が予想されますので、お早目のご登録を !!!

高齢者安否確認 家庭内見守りシステム「そっとLine」をはじめとした
IoTソリューションサービスをご紹介します。
是非手に取ってお試し下さい！
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【会社概要】
　ユークエスト株式会社は、組込み機器におけるUSBやTCP/IPなど
のミドルウェアや受託開発の数多くの実績をもとに、IEEE802.15.4、
無線LAN、3Gなど、PAN～WANまでのネットワークを組み合わせた
システムを提案します。
【展示概要】
●UMsQuest+EcoQuest
UMsQuestは、ドコモ FOMAモジュールを内蔵したM2M 専用ルー
ターです。無線によるエネルギー監視ソリューションのEcoQuestと
組み合わせることによって通信費を削減できます。
●MatrixQuest ミドルウェアシリーズ
＜USB関連製品＞
　ホストやファンクション、通信モジュール接続を始めとする関連クラ
スなど品ぞろえ豊富なソリューション。
＜無線LAN/ネットワーク＞
　Atheros社製コントローラ搭載の各社モジュールに対応したドラ
イバと、ルータ機能にも対応したTCP/IPプロトコル。組込み用AP機
能のデモ。

ユークエスト㈱
Tel.03-5816-1051　http://www.uquest.co.jp/

D-42

｢Ｓｍａｒｔ Ｓｅｎｓｉｎｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ｣をテーマに、ルネサスエレク
トロニクス製マイコンと各種のセンサーを組合わせたソリューション
を展示致します。
次世代車載ソリューションでは、マイコンとセンサー、リチウムイオン
バッテリをご紹介、また、ＩｏＴクラウドソリューションでは、ＥｎＯｃｅａ
ｎとセンサー等のご紹介、更に、最近話題となっております、ＵＳＢ ＰＯ
ＷＥＲ ＤＥＬＩＶＥＲＹや液晶シャッターのデモをご紹介致します。

㈱ルネサスイーストン
Tel.03-6275-0621　http://www.rene-easton.com/

B-28

マイクロコンピュータや周辺システムの設計、開発に広く関わる事業
を展開。携帯電話、情報家電、自動車、産業機器など最先端の開発現
場で数多く使用していただいております。開発プロジェクトのプロセス
を改善するためのコンサルティングやツールをご提供しています。
【展示製品】
・簡単 接続！ 簡単 デバッグ！！ 簡単 テスト！！！　
　動的テスト（品質性能測定ツール）/ デバッグ支援ソリューション
・コスト削減、短期開発、高品質すべてを実現するARM純正開発
 ツール
・ソフトウェア開発において高い品質、信頼性、安全性を支援する
 トレーサビリティツール
・IoT開発をツールメーカが支援！ 開発業務、解析のトータルサポート
・車載ソフトウェア品質の動的検証ツール

横河ディジタルコンピュータ㈱
Tel.03-6756-9405　http://www.yokogawa-digital.com/

E-18

ユビキタス社は、「小さく」「軽く」「速い」を特長とするネットワーク関
連、データベース、システムの高速起動技術からIoT時代に向けたクラ
ウドプラットフォームなどのソフトウェアとサービスまでを提供してい
ます。
今回は、IoTで必須となる「デバイス」「IoTゲートウェイ」「クラウドプラ
ットフォーム」向けに以下を展示します。
■セキュアIoT
・組込みシステムのセキュリティを高める耐タンパソリューション
■高速起動
・車載機器で実証された「QuickBoot」の高速起動性能デモ
・最新Androidに対応！さまざまな評価ボードでの高速起動デモ
■EMS（Energy Management System)
・HEMS機器で使われる「Wi-SUN」対応のソフトウェア
・最新規格に対応し、移植性を重視した「ECHONET Lite」

㈱ユビキタス
Tel.03-5908-3451　http://www.ubiquitous.co.jp/

B-04

""IoT""があらゆる分野へ広がる今、組み込みLinuxへのシフトを懸念
する声を耳にします。リネオブースでは、製品への付加価値、次世代機
器に重要な要素となる製品、開発を促進する環境やサービス、ソリュ
ーションを""これからLinux（これりな）""をテーマに、新たにLinuxに
取り組む方にもわかりやすくご紹介します。
・最新の組み込みLinux開発環境
・組み込みLinux超高速起動ソリューション”Warp!!”
・LiNeOS（リネオス）
　台湾NewSoft社と連携しH/WからS/WまでOne-stopで提供し
ます。
IoT機器として活用いただけるデバイスの展示も予定しています。

リネオソリューションズ㈱
Tel.03-5367-9098　https://www.lineo.co.jp/

C-27
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ードを使用せずに徹底的な仮想化により実現した組込みソフトウェア開
発環境についてもご紹介します。
Mentor EDAからはIoT向けローパワーデバイスを開発に向けたアナロ
グ／ミックスシグナル開発のフルフロー、およびMEMS開発環境などにつ
いてご紹介します。
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ETロボコンに
初参加した結果 株式会社エフェクト

JASA九州支部長　　光安　淳

　当社は、今年（2015年）、【ETロボコン】大会（デベロッパー部
門）に始めて参加しました。ETロボコンは、組込みシステム分野に
おける技術教育、人材育成をテーマとしたロボコンです。走行体
は右写真のもので同一で、UML等で企画設計したソフトウェアが
カギを握っております。
　ETロボコンは、5年後、15年後に世界をリードするエンジニア
の育成を目指し、若手および初級エンジニア向けに、分析・設計
モデリング開発、製品サービスの企画開発にチャレンジする機会
を提供することを目的としています。従って、当社としましても入
社１年未満のメンバーでチームを構成しました。技術教育が２
回および試走会も２回行われます。特に、技術教育に関しては、
まさに新人向けの教育であり、非常に有益なものだと感じました。
　ETロボコン参加メンバーは、業務時間外に作業を実施する必
要があるため、どうしても残業時間帯、休日での作業を強いられ
ることになります。そこで、私としましては、以下のことについて常
に考えておりました。

どのようにしたら参加メンバーのモチベーションを  
あげることが出来るのか？
【その対応策１】が自社内のメンバーの目に付くところに張るポス
ター作成。
　ポスターを毎日見ることによって、メンバーの意識改革が始
まったと考えております。と言いますのも、残業時間に作業をして
いる若手社員がちらほらと見え始めたためです。
　とは言いましても、全メンバーが参加して作業しているわけで
はなく、一部のメンバーが集中的に作業を実施している状況でし
た。そこで、今度は、何とかしてチーム団結できる方法はないもの
かと考えました。

【その対応策２】が参加メンバーが持つロボコングッズの作成。
　今回は、参加メンバーの希望により【タオル】と【ストラップ】を
作成しました。そのグッズの配布をきっかけにメンバー全員に団
結力が生まれたと考えています。そこからメンバー全員が一丸と
なって、取り組みが本格的に開始されました。メンバー内での役

割分担も明確になり、メンバー全員が自分の役割を、自分たちで
決めた納期までに対応してくるようになりました。
　このような作業手法は、従来の開発業務でも必須事項であり、
若手社員自らがこれらを実践していったことを私としては非常に
嬉しく思っております。とはいえ・・・開発当初は、走行体がまとも
に立つことさえできない状況でした。。。
【その対応策３】本番と同じコースを自社で作成。

　徐々に作業が進んで、走行が出来るようになってきたところで、
問題となったのが練習場です。そこで、私としましては【フジアート
(株)】様にお願いして、生地は異なりますが、本番と全く同じコース
を作成して頂きました。また、そのコースを十二分に活用すべく、
週に１度程度は会議室を借りて、実際の走行確認を行いました。
　上記３点に代表される対応を実施した結果、九州北地区大会
にて、初出場・初優勝を飾ることが出来ました。私は、自社の社員
を本当に誇りに思います。
　冒頭にも記載させて頂きましたが、ETロボコンはただのレース
ではなく5年後、15年後に世界をリードするエンジニアの育成を
目指すことが目標であるため、モデル（≒ 設計書 ） も審査の対応
となります。
　また、大会終了後にはワークショップが開催され、各チームの
モデル（ ≒ 設計書 ）の 良かった点、悪かった点等をきちんと公表
して教えてくれます。これによって、レースに負けたから終わりと
言うことではなく、自分達の作業について、問題点をしっかりと受
け止めて、後でフィードバックすることが出来ます。
　さらには、大会終了後には必ず懇親会も開かれますので、同地
区内での交流を深めることも出来ますし、各チームの良い手法等
を自分のチームに取り入れることが可能となります。
　私自身が九州支部長と言うことで、【九州北】地区および【九州
南】地区の両方に参加させて頂きましたが、やはりTシャツをそろ
える等、チームが団結していることが明白であるチームが優勝し
ていたように感じます。
　最後になりますが、自社としてETロボコンに参加することに
よって、確実に若手の成長を得られたと感じております。
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ソリューションプロバイダとしてIoTビジネスを強力に推進中
大手企業も採用するソリューション提案で、勝てる戦略を実践

最小TCP/IPで2007年JASDAQに上場
　インターネットなど情報ネットワークに、いつでも、どこからでも
アクセスできる世界や概念を示す「ユビキタス（Ubiquitous）」を
そのまま社名とした同社は、無線通信によるインターネット接続
サービスが始まった2001年に設立された。「当時は、よく独自ドメ
インが取れましたね、と言われることが多かったものです」と代表
取締役社長・佐野勝大氏は振り返る。
　社名が示すとおり“ユビキタス社会への貢献”をビジョンに、ネッ
トワーク分野を中心にさまざまなデバイスへの組込みソフトウェ
アの提供とライセンスをビジネスモデルとした事業を展開してき
た。当初はTCP/IPに独自のファームウェアを開発、小さく提供す
ることを主軸とし、2007年にはJASDAQ市場への上場を果たして
いる。
　上場に貢献したのはネットワークゲーム機への提供と、ゲーム
ソフトにライセンスしたビジネスモデルだった。「大手メーカの本
体の50KBの空き容量にSSLとTCP/IPのスタックを提供しました
が、ソフトウェアのライセンス対象をゲームタイトルにして、爆発
的に売れたゲームも出てきたことから上場の原資になりました。
仮に本体にラインセンスしていたら、今の会社の姿はなかったで
しょうね」と話す。
　PCに始まり、ネットワークゲーム機やデジタル家電、車載機器
など、デバイス環境がモバイル化、スマート化へと拡大していく流
れにあって、通信のミドルウェアコネクティビティ、組込みデータベ
ース、さらにLinux、Androidシステムの高速起動など組込みソフ
トウェアのラインアップを拡充してきた。
　これまで堅調に感じるが、「ゲーム機やデジタル家電以外の、組
込みシステムでのネットワーク化が進まずに苦労した。」
と佐野氏は苦笑しながら明かす。「ユビキタスやM2Mというキー

ワードは出てきていたものの、この世界観が現実としては中々普
及せず、ここへ来て、IoTというキーワードで、海外を中心にユビキ
タスネットワーク的な考え方が拡がり、ビジネスとして具現化して
きた、ようやく時代が当社（ユビキタス）においついたかな（笑）と
いう感じです」

“IoTソリューションプロバイダ”として
ソフトベンダのイメージを変える
　そのIoTビジネスに向けては、無線LAN搭載電源タップとクラウ
ドシステムによるHEMSクラウドサービス「Navi-Ene」と、クラウド
サービス構築基盤「dalchymia」を開発、昨年から3ヵ年計画を立
て展開しているところだ。
　一つの着地点が、“IoTソリューションプロバイダ”という。そのコ
ンセプトについて、佐野氏は次のように話す。「“組込みソフトウェ
ア開発会社”というと受託開発中心の薄利なビジネス、そのイメ
ージをソリューションプロバイダとして変えたい。IoTに関しては、
IT系と組込み系で自社が取り組んでいる分野側のことしか語れ
ないことが多いです。そこで弊社はIoTを“IT×ET（Embedded 
Technology）”と捉え、ソフトウェアと、デバイスに使われるモジュ
ール、SoCなどを含め、クラウドから組込みまでIoTを構成するプ
ラットフォームをワンストップでソリューション提供することをコン
セプトとしています。当社は60人にも満たない組織ですので、
様々なIoTの具体的なサービス開発するのではなく、IoTを実現す
るための「プラットフォーム開発」にすることに注力しています」

小規模組織でもIoTビジネスに勝つ戦略を実践
　半導体やハードウェア側にもっとも近いゾーンでの高度な組込
みソフトウェア技術の強みを生かし、半導体メーカ、モジュールベ

会社訪問 株式会社ユビキタス

2001年に設立された株式会社ユビキタス（東京都新宿区）
は、来年15周年を迎える。組込みソフトウェア、コネク
ティビティへの高度な技術力を強みに、ユビキタス社会に貢
献し続けている。昨年から3ヵ年計画を立て、IoT分野のビジ
ネスを展開中だ。成果も見え始めたIoTビジネスの状況や、
主宰するJASA「IoTビジネス研究会」の展開など交え、近
況を伺った。

代表取締役社長 佐野 勝大 氏
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ンダが提供する製品の能力を最大限に引き出すソフトウェア開
発で差別化が図れる。加えて、佐野氏はソリューションとしての提
案が不可欠だとする。「知見によりますが、プロダクト（機器）単体
だけだと“何に使うの？”で終わってしまうこともある。クラウドとの
組み合わせてEMSやAV機器、車載機器で“こういうことが実現で
きますよ”というユースケースを示し、気づかせてあげることが必
要だと感じています」
　すでに実績も出始めているが、その展開は“小規模な組織でも
マーケットをリードできる”戦略が備わる。いくつか事例を紹介し
てみよう。
　12年に資本・業務提携した村田製作所、Linux統合ソリューシ
ョンの共同開発で業務提携したミラクル・リナックス社との協業ビ
ジネスもひとつの形だ。「村田製作所さんの無線モジュールやセ
ンサーに弊社のソフトウェアで価値をアドオンする形で共同で開
発し拡販するなどビジネスを進めています。また、カーナビなど車
載機器ではメーカ側のサポートがなく“隙間”といえるBSPのメン
テナンスができるようなソリューション化をミラクル・リナックス社
と考えているところです」

EMSソリューションで大手企業の電力事業を支援
　一方、クラウドサービスでも様々なパートナーと組む。「IoTのビ
ジネスは、足回りをつなぐセンサや通信モジュール、それを束ね
るゲートウェイ、どういうサービスを行うのかということでのサー
ビスプロバイダの3つが必要です。それぞれでパートナーと組ん
で、売ってもらうというスキームが正しい戦略だろうと考えて話を
進めています」
　CRMソリューションの大手セールスフォース・ドットコムもアラ
イアンスの1社だ。顧客のリアルタイムのデータをCRM連携させ
ていくパートナープログラムに参加した。「蓋を開けてみると、クラ
ウドデプロイメントやデバイス側のパートナーばかりで、クラウド
につなげられるパートナーがいなかった。そこで手を挙げて提携
しました。特に外資系企業は“これがきちんとできる”となれば企
業規模は関係ありません」
　また、来年から電力の小売事業化を計画する楽天株式会社へ
EMSソリューションを提供することが決定している。「“お客様が
実現したいことは、スマートメーターから電力使用情報を収集し、
クラウドにアップロードして蓄積、可視化と制御を実現、情報をタ
ブレットやスマホで見える化し、電力小売り事業で活用するため
の仕組みを構築することですよね。それなら情報収集するための
機器開発からクラウドサービスの構築まで全部インテグレーショ
ンできますよ”と、一緒に絵を描いていった結果です。こういうビジ
ネスプロデューサー的な立ち位置で働きかければ企業規模は関
係ないことが証明できたし、結果として、組込み機器開発単体や
サービス単体の提供時に比べ、ひとつの案件に対する規模を膨
らますことができました。こうしたアプローチをすることで、もっと
面白いビジネスができてくると思います」
　新たな動きとしては、ドローンの利活用を推進するサービスと

して、自動航行や空撮データをクラウドで分析する事業に着手し
ている。「ドローンはハードウェア分野の人が多く、ICTの観点でセ
キュアにデータを活用するという面は未整備。6月から進めていま
すが、すでにいろいろな話が立ち上がってきています」と佐野氏
は手応えを口にする。
　要素技術の提供からソリューション提供へと事業内容も変化し
つつあるなか、リソース増強の準備も進めている。昨年から行って
いる有証ストックオプションを用いて調達した資金で、「フォーカ
スしている分野を加速していくために、業務提携やM&Aで規模を
大きくしていくことを考えている」ということだ。

JASA「IoTビジネス研究会」始動。
展示会ではセキュリティ新製品の展示も 
　ますます今後の展開が楽しみな同社だが、佐野氏はJASAの新
たな研究会である「IoTビジネス研究会」主宰としての活躍も期待
されている。会員同士でIoTビジネスの成果を出すことを視野に
入れつつ、IoTのビジネストレンドや成功事例を研究する。「まず、
どういうふうにすれば勝てるのかを検討したい。そうしたなかでビ
ジネスを一緒に進めましょう、という話が生まれてくれば目的が叶
うものと思っています」と語ってくれた。
　ET/IoT Tehnology展では、IoTソリューションプロバイダとして
組込みソフトウェアの技術、クラウドプラットフォームのソリューシ
ョンデモのほか、セキュリティ関連の新製品を初披露する予定で、
同社の高度な技術力を体感することができるだろう。また会期2
日目（19日）には、JASAとコンピュータソフトウェア協会（CSAJ）に
よる、ビジネスマッチングを狙いとしたアライアンスビジネス交流
会で「デジタルビジネスを加速するIoT」と題した佐野氏の特別講
演が聴講できる。ぜひブースや講演に立ち寄って、IoTビジネスの
ヒントを吸収されることをお薦めする。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
IoTソリューションプロバイダの技術力をアピール
ブースではセキュアIoT、高速起動、EMSソリューション
を紹介する。

メインステージ

ワークショップ会場

サテライト会場

B-04
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　　  『Cente』で多数のシステム開発を支援
センサ～サーバ環境を整え
“組込み会社がここまでやれる”事業を展開中

累計1800ライセンスを超えるミドルウェア『Cente』
　データテクノロジーを語るのに欠かせない話題が、組込みミド

ルウェアパッケージ『Cente（セント）』だ。組込みFATファイルシス

テムミドルウェア、組込みTCP/IPプロトコルスタックミドルウェア、

組込みUSB2.0/1.1対応デバイスドライバ・クラスドライバを軸に

した製品群である。

　市場に投入したのは2000年からで、すでに15年が経過する。

「最初にリリースしたのはファイルシステムで、１年後くらいに

TCP/IPのミドルウェアをリリースして、以降も徐々にラインナップ

を増やしていきました」と代表取締役の渡邊和彦社長は振り返る。

その間、組込みシステム技術は、自動車やデジタル家電、モバイ

ル端末、スマートデバイスなど、急激に進化しながら応用分野を

拡大してきた。多くの技術者に親しまれている『Cente』は、さまざ

まな分野のシステム開発において、組込み技術者をサポートし続

けてきたツールだ。出荷プロジェクトライセンス数は、累計で

1800ライセンスを超えているという。

　今や時代はIoT。あらゆるモノがネットデバイス化に向かうなか、

『Cente』も進化を続けている。渡邊氏は「特に力を入れているの

は通信、ファイルシステムの暗号化です。セキュアIoTとも言われ

ているなかで、ビッグデータが収集される過程で高まっていくデ

ータの秘匿性ニーズに、ファイルごとに暗号化できるようにして応

えていこうと。競合製品も多々ありますから、それが差別化にもつ

がるものと考えています」

　来年４月には、TCP/IPミドルウェアの新たなラインナップが加

わる。OSレス対応の超小型TCP/IPv4プロトコルスタックで、IoT

センサーノードなどワンチップマイコン内蔵メモリ、OSなしの環境

等での使用を想定した。オープンソースの軽量TCP/IPプロトコル

スタックlwIPベースであることも特徴だ。「日々の端末側で使うこ

とを想定し、機能も端末側に限定しています。IoTをキーワードと

したラインナップのひとつとして、ニーズも発掘できるだろうと考

えています」とする。

プロトタイピングツールで開発にデザイン的発想を生む
　1993年に設立したデータテクノロジーは、組込みシステム開

発支援用エミュレータであるICEを中心とした、開発環境の専門

商社として展開してきた。以降、この『Cente』をはじめ、様々な開

発環境を提供するとともに、顧客のハードウェア・ソフトウェアの

カスタム開発委託など、組込み開発に関わる全般のサービスをト

ータルに提供する展開が同社の特徴となっている。

　顧客に対し新たなソリューションを提供しニーズを開拓する、

いわゆる商社の視点が根底にあるが、そうした製品戦略のひとつ

となるラピッドプロトタイピングツール『HOTMOCK（ホットモッ

ク）』は、非常にユニークな製品だ。ユーザエクスペリエンス・ユー

ザインターフェース設計に適した製品で、加速度センサ・温度セ

ンサを内蔵したコントローラーにつながった部品（ボタン）をダミ

ー筐体に貼り、ボタン操作のログデータを収集し解析する。誤り

率の高いログ、問題のありそうなログなどがすぐに把握できる。長

押しやLED、非接触など各種のボタンタイプに適用でき、適切な

ボタンタイプや位置が簡単にシミュレーションできるようになる。

「あらゆるものがデバイスとなっていくなかで、開発現場でもプロ

ダクトデザインはますます重要になると考えています。こうしたテ

ストは本来モックをつくって行うが、モックをつくるにもコストがか

さむ。『HOTMOCK』なら3Dプリンタでつくったダミーで効率よくシ

ミュレーションできます」

会社訪問 データテクノロジー株式会社

ミドルウェア
パッケージ

開発環境の専門商社として展開してきたデータテクノロジー
株式会社（東京都立川市）。自社ブランド製品をはじめ、組
込み技術者のシステム開発を支援し続けながら、サーバ環境
まで整えてIoTソリューションの展開へも事業拡大している。
そこには“組込みの会社もここまでできる”と業界に一石を
投じようとする代表取締役社長・渡邊和彦氏の想いがある。
そんな同社の近況を伺った。

代表取締役社長 渡邊 和彦 氏
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　本来ならプロダクトの企画部門が対象となるものをCPUボード

と接続し、ボタンを押すとプログラムが動くキットを用意、開発部

門にアプローチできるものとした。渡邊氏は「開発部門が活かせ

ることで、開発部門から企画部門へ提案できるようになる。最適

なプロダクト開発に向け、関わるすべての人がコミュニケーショ

ンできるツールとして位置付けています」と話す。

　昨年の後半から取り扱いを開始したもので、メーカや大学のデ

ザイン研究機関など、じわじわ反応が出てきているようだ。「それ

に、そのプロダクトのソフトウェア開発は？となったときに『Cente』

が活かせるといったビジネスモデルにも期待しています」

センサからサーバ環境まで整えた通信ユニット
『Sensu』への想い
　『HOTMOCK』は開発元と契約し販売しているツールだが、

『Cente』に続く自社ブランドとして展開する製品が、各種センサを

搭載した通信ユニット『SenSu』だ。情報収集機能、ロガー機能な

どが揃うハードウェアラインナップで、いちばんのポイントは温度、

湿度、風向、風速、雨量、照度、紫外線指数の7種の情報が収集で

きること。取得したデータは3G回線でクラウド環境に送る。1台3

万5,000円という低価格設定も特徴だ。

　2年前から販売を開始したものだが、同時に対応アプリケーシ

ョンとなる農園・山林遠隔監視制御システム『みまわり伝書鳩』を

開発。この組み合わせは、ET展が実施する一昨年のETアワード

2013で「今後の新しい農業の発展が期待できるソリューション」

との評価を得て、スマートアグリ部門優秀賞を獲得している。低

価格設定にしたのも、農家での利用も見据えたものだった。

　その農業分野での採用も進みつつあるが、大手総合建設会社

の鹿島建設が採用するなど、建築現場でも高評価を得ており導

入が進んでいるという。工期と照合するために現場で作成する建

築日誌に正確な気象情報を記す目的で活かされている。「昨今で

はゲリラ豪雨が発生したり、現場にいなければわからないような

極端な事が起こりがちのため、しっかり管理したいというニーズ

に合致しました」と教えてくれた。

　渡邊氏曰く「第2の自社ブランドとして拡大していきたい」とい

うことだが、『SenSu』は初の最終製品であり、センサからクラウド

までを整えたソリューションだ。これまでのツール展開とは異なる

アプローチとなるが、渡邊氏はその意図を次のように語る。「企画

したのはリーマンショックの後で、何か行動を起こさなければと感

じていました。組込みのマーケットも閉塞感があり、業界に一石を

投じて“組込みの会社でもここまでできる”ということを示したいな

と。弊社にとってもチャレンジですね」

　その熱意は、社員も同様に抱いていたようだ。「実は、やむにや

まれぬ事情で企画を断念せざるを得ないときがありました。実際、

そう決断を下しましたが、社員が止めずに完成させて今に至って

います。もちろん今は、必ず成功させる”という思いしかありません」

ET展は展示・セミナーでホットなソリューションを紹介
　同社は9月、官公庁を中心にIT導入のコンサルティング業を展

開するITbookのグループ会社となった。IoT分野でのビジネス展

開でシナジー効果を生み出すことを期待するものだが、これも組

込み業界に一石を投じたいとする意識の延長にあり、「弊社から

すると、サーバまわりにはまだノウハウが必要。力を借りるかたち

でソリューション展開していこうという考えです」とする。

　また、そうした意識がJASA入会の背中を押したと言える。「ひと

つは、JASAが注力しているロボット産業への貢献です。AIはまた

別ですが、手足を動かしたりするのは組込み技術の役割。ぜひ一

緒に盛り上げていきたいなと。もちろん、エンジニアが同業他社と

交流することでのメリットもあります」

　ここ数年、継続して出展しているET展では、初披露となる先の

TCP/IPv4プロトコルスタックをはじめ、SenSu・みまわり伝書鳩の

デモンストレーションやIoT関連のソリューションを展示するほか、

ワークショップやセミナーも予定されている（ブースNo：B-09）。

「ET展は、要素技術展示から応用分野をテーマに捉えてから、来場

者の幅が広がったと感じています。いろいろな分野の人に来ても

らって、組込み分野の地位が高まっていくことを期待しています」。

同社のホットなソリューションは、業界の成長を支えるひとつとな

っていくに違いない。

メインステージ

ワークショップ会場

サテライト会場

B-02

鹿島建設の作業現場で活躍す
る『SenSu』。鹿島ではタ
ワークレーンにも取り付け、
センサ機能を活用している。
右は農園での様子。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ET展ではトータルソリューションをアピール
各製品のデモのほか、IoTソリューションを紹介する。
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IoT技術研究会は、スキルマネージメント協
会（SMA）との合同研究会として今年度発足
した。この場を借りて、設立に至った経緯、活
動の状況、そして来年度以降に向けた活動
計画と目指すゴールイメージを報告する。

IoT技術研究会設立の経緯
　IoTという言葉が氾濫している。これから
は「もの」のインターネットの時代で、あらゆ
るセンサーがインターネットに繋がり、大量
のデータを解析し、新たなサービスが提供さ
れるという。しかしながら、今のIoTはバズ
ワード化していて、その明確な定義はなされ
ていない。インターネットやクラウド、ビッグ
データといった、キーワードからIT目線で語
られる機会が多いIoTだが、IoTの本質は接
続機能を持った組込みシステムにあり、イン
ターネットは単なる手段である。
　IoTに必要なのは組込み技術なのだ。クラ
ウドやサーバーの技術だけでは、高度なIoT
は実現しない。組込みの事業規模の大きい
日本であるからこそ、欧米を凌駕するIoTへ
のアプローチを提案できる。
　JASAでIoTを定義し、SMAで技術スキル
を定義し、組込み業界／製造業が考えるIoT
を発信していきたい。このような思いで、本
研究会を立ち上げることとなった。

IoT技術研究会の活動状況
　IoTの概念は広いが、それを断片的にしか
伝えられていないという側面がある。語る人

ＩｏＴ技術研究会の活動報告

の経歴やバックグラウンドが、IT寄りなのか、
エンジニア寄りなのかによっても見方が違っ
てくる。現状は、IT目線で語られることが多い。
　IoTを組込み目線で議論し定義するため、
まずは、国際標準化団体の活動状況を勉強
するミニセミナーを有識者を招いて開催し
た。（図１：IoT関連業界団体の動向）（図２：
IoT関連業界団体参加企業の鳥瞰図）
　また、先行各社の、IoTソリューションサー
ビスを紹介いただき、ディスカッション形式
の「白熱教室」で議論している。（図３：IoT技
術研究会テーマ）（図４：白熱教室イメージ）
　特に、PTCジャパン様から、「Sma r t 
Connected Product by M.Porter 」と称して
紹介いただいた、Harvard Business Review
掲載の論文「IoT時代の競争戦略」の内容は、
秀逸だった。
　IoTのIoTたる所以は、インターネットやク
ラウドではない、「接続機能を持った組込み
製品」にこそ、その本質がある。インターネッ
トは単なる接続の手段だと語ってくれた。ま
さに、我 （々日本の組込み産業／製造業）の
目線で、今後の議論の方向性を示唆してく
れる内容であった。
　また、この中で特に考えさせられたテーマ
は、「データは誰のものか？」である。
IoTのイノベーションは、モノを繋ぐ⇒データ
を繋ぐ⇒プロセスを繋ぐ⇒人を繋ぐ、
と進化していく。
　その源泉になるのが、データである。現状
では、モノとデータは、一体化されたものと

なっている。
　IoTの世界では、データにその価値がある。
モノの所有とデータの利用は分離して考え
ることが必要で、そのデータはオープンに、
さまざまなサービスで共用することができる。
データの所有者は、データの利用者に対し
て、権利を許諾するとか、対価を得ることが
可能となる。データの第３者開示を基本とし
た、新規事業が現れてくるであろうとフォー
カスしている。
　現状、なかなか具体的なサービスが見え
てこないIoTの世界であるが、このデータは
誰のもので、それを得るために、何を還元す
るのか？
　このような議論をすることで、イノベーショ
ンサービスのイメージが見えてくるのではな
いか、と思われた。12月の「白熱教室」では、
M.Porterの論文の続編が発行されたという
ことで、再度PTCジャパン様から、その続編
の紹介をお願いすることとした。

今後の活動計画とゴールイメージ
　ここまでの勉強会や白熱教室の議論から、
いくつかの検討課題が見えてきた。これらの
検討課題を深堀して、より詳細に議論してい
くためいくつかのＷＧを立ち上げる。
（図５：2016年度のIoT技術研究会の組織
構成（案））

①ビジネス環境WG（仮称）
　データは誰のものか？そしてそれは開示

JASA技術本部 IoT技術研究会／状態遷移設計研究会 主査
キャッツ株式会社 プロダクト事業本部　竹田　彰彦

【図２】ＩｏＴ関連業界団体参加企業の鳥瞰図【図１】ＩｏＴ関連業界団体の動向
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可能か？新たなビジネスと成り得るのか？
　この問題は、モノの所有権、データの帰属
先、利用権およびプライバシーなどのさまざ
まな法規制が複雑に絡む問題です。そして、
IoTに向けてこれらの法規制が制定・改定さ
れようとしています。
　IoTのビジネスユースケースを想定すると
きに、この法規制をきちんと把握し、理解し
ておく必要があります。
・各種法規制の調査研究
・ビジネスユースケースに対応したデータ
  の取り扱いに関する調査研究
・データの取り扱いに関するガイドラインの
  策定　など
②センサー＆データWG（仮称）
　IoTによりさまざまなセンサーや製品がイ
ンターネットに繋がり、同時に大量のデータ
がクラウドに集中する。
　しかしながら、組込み目線でその実現性
を見ると、設置や保守メンテナンスの問題、
データの信頼性、電源の確保など、さまざま
な課題がある。
・自律複合センサー構築のためのセンサー
  ネットワークの研究
・データの信頼性を確保するための、診断
  や判定技術の研究
・故障や増設・交換時の、停止・分離・融合
  技術の研究

・スパースモデリングなどによる、データの
  適正化技術の研究　など
③エモーション駆動システムWG（仮称）
　IoT時代の新たなドリブンはエモーション

（感情）だという。これまでのシステムはデマ
ンド（要求）駆動からイベント（行動）駆動に
進化してきた。たとえば、小売業の店舗型
サービスは、デマンド型として、売り手の何を
販売したいのか？というデマンドに対して、
高級店の少数陳列／スーパーの大量陳列
／コンビニの整然陳列というサービスを展
開してきた。
　イベント型のサービスとしては、顧客の行
動や嗜好に対して、販売する商品を変えるデ
ジタルサイネージが展開されている。これか
らは、IoTのさまざまなセンサーで人のエ
モーションをキャッチして、サービスを実現
するという。（図６：エモーションの効果）
・エモーションをキャッチするセンサーと
 データの研究
・エモーションから要求や行動を喚起する
 サービスユースケースの研究
・エモーション駆動型システムの構築ガイド
 ラインの策定　など
④分散型モデルベース開発WG（仮称）
　IoTによって個々の製品の機能や、複数の
製品の連携が仮想空間で実現される技術革
新が起こってきた。そして新たな価値創造の

競争が起こっている。
　モデリングの技術は、これらを背景にこれ
まで以上にそのポテンシャルを発揮すると
考えられる。
・モデルの仮想空間上での分割・分散・連携
 アーキテクチャとその検証手法の研究
・IoT分散型モデルベース開発技術者のス
 キル拡充や育成に関する研究　など

　IoT技術研究会は、これら４つのWGの活
動を中心に、定期的な勉強会や「白熱教室」、
各種関連団体との連携などを通じて、組込
み産業・製造業の技術視点でIoTを議論・定
義し、優位性を持ったサービスの実現に寄
与すること目的に活動していきます。
　研究会メンバーは、会員・非会員を問わず
広く募集しています。興味を持たれた皆様の
参加をお待ちします。
JASA HPから申し込みをお願いします。
http://www.jasa.or.jp/TOP/activity/tech
nology/IoTm2m/

参考：
１．「Open Interconnect Consortium 活動概要」 
   第１回IoT技術研究会公開資料
２．IT Leaders,2020年を見据えた「グローバル企業
   のIT戦略」
  【第21回】IoTが導く第３のドリブンは“エモーション
  （感情）”
http://it.impressbm.co.jp/articles/-/12539?page=3

【図３】IoT技術研究会テーマ

【図５】2016年度のIoT技術研究会の組織構成（案） 【図６】エモーションの効果

【図４】白熱教室イメージ
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■編集後記
　本号Vol.56は、11月18日より開催される「ET・IoT Technology展」の
特別企画号を兼ね、本展の見どころ聞きどころ、会員企業の出展情報等を
紹介しています。
　IoT時代を迎え、進化する組込みシステム技術「ET展」と、つながる技
術を網羅した「IoT Technology展」を同時開催することで、あらゆる産業
と社会インフラ等から求められる最新のテクノロジーとソリューションを
提唱する唯一のイベントとして、組込みシステム業界における技術高度化
とビジネス拡大の機会として期待されるところです。

　また、本誌記事としては、会員企業訪問に、本展にもご出展されるユビ
キタス社、データテクノロジー社の取材記事。ETロボコンに初参加し、
見事チャンピオンシップ大会（ET併設）に出場するエフェクト社の「九
州地区大会参戦報告」。今年度より技術本部に新設された「IoT技術研究
会活動報告」等を掲載しております。
　尚、広報委員会では、ET・IoT展に併せて、JASAキャラクタ「クミコ・
ミライ」のLineスタンプとマグネットを制作しました。皆様にご活用いた
だけますようご案内を申し上げる次第です。　　広報委員長　　塚田英貴

ベクター・ソフトウェア・ジャパン
〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜2-5-14　

WISE NEXT新横浜3階
http://wwww.vectorcast.jp　sales-japan@vectorcast.com　

ベクター・ソフトウェアは1989年に
組込みソフトウェアエンジニアによっ
て設立され、米国ロードアイランド州
に本社を置き、世界中に販売と技術サポートの拠点やパートナーを持っ
ています。組込みソフトウェア・アプリケーション向けに動的自動化テ
ストツール、VectorCASTを提供するテスト・ソリューションのリーディ
ング・プロバイダーです。日本のお客様にサービスを提供するために、
日本支社を運営しています。

アイ・サイナップ株式会社
〒108-0073 東京都港区三田1-4-28 三田国際ビル206
http://www.ai-cynap.com　eto@ai-cynap.com

アイ・サイナップ株式会社は「こんなことが
したい」・「こんなことができないか」 など
お客様のご要望や業務上のさまざまな「困っ
た！」を解決する会社です。

大学の研究室や企業の研究所からIT開発企業、個人の開発者までIT分野
のさまざまな専門家とのコラボレーションの中で培ったノウハウでお客
様に最適なご提案をいたします。例として鉄道用の車載装置や音波ビー
コン、簡易駅表示装置などを開発しています。

JASA新入会員企業紹介

JASAと東京都立産業技術研究センターが協定を締結

　JASAと地方独立行政法人
東京都立産業技術研究セン
ター（理事長　片岡正俊、
以下「都産技研」）は、平
成27年10月19日（月）、
業務提携に関する協定を締
結しました。
　

　この協定は、中小企業等の支援に関する事業を相互に連携・
協働して実施することにより、技術開発と業界振興を図ること
を目的としています。

＜背景＞
　JASAと都産技研は、ET／組込み総合技術展の開催、JASA安全
性向上委員会への都産技研職員派遣、都産技研「技術研究会」
開催などの連携を通じて産業振興に努めてきました。この度の
協定締結を契機に、情報発信、セミナー、技術相談等を連携実
施し、組込みシステム技術の高度化による企業の新製品・技術
開発など、産業振興を推進していきます。

＜連携・協力して行う主な事業＞
・企業等の技術力及び製品開発力の向上 
・情報発信の相互支援

・シンポジウムやセミナーの開催 　
・技術審査に関わる相互連携
・相互に関連する課題の調査研究 　
・企業等からの相談及び問い合わせ　
・その他協議に基づく連携事業

JASA 簗田会長（写真左）と都産技研 片岡理事長(写真右)
協定締結式（平成27年10月19日）



JASAは組込みシステム技術の普及・高度化、
調査研究など業界活動を支援します。

名　称　一般社団法人組込みシステム技術協会
Japan Embedded Systems Technology Association（JASA）
会　長　簗田　稔
事務所　本部   東京都中央区日本橋大伝馬町 6-7
　　　　支部   北海道、東北、関東、中部、
　　　　　　   北陸、近畿、九州
目　的
組込みシステム（組込みソフトウエアを含めた組込みシステム
技術をいう。以下同じ。）における応用技術に関する調査研究、
標準化の推進、普及及び啓発等を行うことにより、組込みシス
テム技術の高度化及び効率化を図り、もって我が国の産業の健
全な発展と国民生活の向上に寄与することを目的とする。
会員数　正会員 175 社　賛助会員 31社　支部会員 11社
　　　　学術会員 1団体　（2015 年 11 月現在）
設　立　昭和 61年 8月 7日　
　　　　平成 24年 4月 1日 一般社団法人へ移行
組　織　運営本部、教育事業本部、技術本部、ET 事業本部、
　　　　支部統括本部
産業分類　日本標準産業分類　G-3912　組込みソフトウェア業

協会概要

■入会金・会費
入会金

正会員・賛助会員  10 万円
個人会員   １万円
支部会員・学術会員 免　除

会　費
・正会員：右表による。
　（資本金と従業員数の該当区分で、いずれか大きな区分を適用する）
・賛助会員：１口を１０万円とし、原則３口以上とする。
・個人会員：１万２千円　・支部会員：６万円　・学術会員：免除

区分

A
B
C
D
E
F

　　　　　資本金

500 万円未満
500万円以上 2千万円未満
2千万円以上 5千万円未満
5千万円以上 1億円未満
1億円以上 5億円未満
5億円以上

　　 　従業員数

10 名未満
10名以上 50名未満
50名以上 100名未満
100名以上 200名未満
200名以上 400名未満
400名以上

年会費

  8 万円
16万円
24万円
32万円
40万円
48万円

１．Embedded Technology（ET展）及び
　　IoT Technology（IoT技術展）の開催
世界最大級の組込み技術展＆IoT技術展
「Embedded Technology／組込み総合技術展」 
「Internet of Things Technology／IoT総合技術展」
西日本唯一の組込み専門展＆カンファレンス
「Embedded Technology West／組込み総合技術展関西」

２．ETEC／組込みソフトウェア技術者試験制度の実施、普及拡大
組込み技術者の育成、スキル向上を目的とした組込みソフトウェア技術者向け試
験制度「ETEC」の実施、クラス2試験とともに上位のクラス1試験運用を開始

３．技術高度化のための調査研究活動
①機能安全・情報セキュリティ・生活支援ロボットの安全性に関する技術動向調査
②OSS普及活動（ロボット用OSS：OpenEL,OpenRTM等）、ライセンスの啓発活動
③IoT（Internet of Things）技術に関する調査研究
④ものづくり技術者の育成、サービスロボットのハードウェアの役割と技術要素
に関する調査研究
⑤共通プラットフォームに関する技術動向、ロボット技術及び市場に関する調査研究

４．人材育成・教育事業
①全国主要地区でのセミナー・フォーラム等の開催　
②新人研修講座、技術者教育・スキルアップセミナーの実施　
③企業が求める新卒人材調査（スキルレベル）の実施と情報提供
④学校法人向けコアカリキュラム（職業実践専門課程）の策定、教職員向けワー
クショップの実施
⑤業界認知活動「教育機関・学生向け業界研究セミナー」の実施

５．ETロボコン（ETソフトウェアデザインロボットコンテスト）の
　　地区大会及びチャンピオンシップ大会の開催
組込みソフトウェア分野の技術者教育を目的としたソフトウェア開発技術を争う
コンテスト。初級者対象のデベロッパー部門2クラス、中級技術者を対象とした
イノベーター部門1クラスの2部門3クラス制により、全国地区にて技術教育と競

技会を実施。11月開催「ET／組込み総合技術展」にて、各地区優秀チームによる
チャンピオンシップ大会を開催

６．協業支援・ビジネス交流会の運営
①会員内外の協業力を高めるためのマッチングイベント及び交流イベント（関
東、北海道、九州等）の実施・運営　
②他業界団体等との連携によるアライアンスビジネス交流会の実施
③IoTに関連するビジネス展開に向けた調査研究活動

７．国際化の推進、海外機関との連携強化
①国際化・グローバル化に向けた調査研究及び海外視察・会議等への派遣参加
②海外情報を発信する「グローバルフォーラム」、国際化推進のための「委員会
スピーチ」等イベントの企画・運営
③海外機関・団体との連携強化と共同イベント等の企画・運営

８．ＣＭＳiＳ認証の推進
組込み開発企業や中小企業に特化したISO/IEC27001準拠の情報セキュリティ対策
成熟度評価・認証制度「CMSiS」の普及推進

９．日本プラグフェストの開催
インターフェース規格を持つメーカ同士が相互運用性を検証する技術イベント
年２回（春・秋）開催　HDMI、MHL等

10．OpenELの普及啓発と国際標準化に向けた活動
JASAが提案する「Open EL（Open Embedded Library)：ロボットや制御システム
などのソフトウェアの実装仕様を標準化する組込みシステム向けプラットフォー
ム」の普及啓発、国際標準化に向けた展開

11．広報活動
①技術・業界動向、協会活動等を掲載した機関誌「Bulletin JASA」の定期発行と活用
②ホームページ活用による委員会活動・研究成果、会員情報、イベント情報等の
提供及びメールニュース配信等による情報提供・広報
③キャラクター「クミコ・ミライ」を活用した業界認知度向上と協会活動の周
知・PR

主な事業活動

組 織 図

［本部事務局］
〒103 - 0011　東京都中央区日本橋大伝馬町 6-7 住長第 2ビル
TEL.03-5643-0211  FAX.03-5643-0212　http://www.jasa.or.jp/
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